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例 言

１．本書は、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）

建設工事に伴い、平成１５・１６年度に財団法人

北海道埋蔵文化財センターが実施した森町三

次郎川左岸遺跡、平成１６年度に行なった石倉

５遺跡、石倉４遺跡の埋蔵文化財発掘調査報

告書である。

２．調査区の設定は道路公団の工事設計図を基に

した。これは函館側を起点にしたものであ

り、森町内では大きく曲がった路線となって

いる。このため作成した図面には、地図の基

本である「北が上」の体裁をとっていないも

のがある。

３．本書の執筆は、第�・�章：鎌田 望、第�
～�章：鎌田 望・新家水奈が担当した。編

集は鎌田が行なった。

４．写真撮影は、現場においては担当調査員が各

自の責任において撮影し、新家が一括して写

真整理を行なった。整理作業時の遺物撮影は

第２調査部第２調査課中山昭大が行なった。

５．調査報告終了後の出土遺物および記録類につ

いては森町教育委員会が保管する。

６．調査にあたっては下記の諸機関、各位からご

指導ご協力をいただいた（順不同、敬称略）。

北海道教育委員会、森町教育委員会、八雲町

教育委員会、森町立濁川小学校、森町教育委

員会：藤田 登、荻野幸男、上磯町教育委員

会：森 靖裕、七飯町歴史館：山田 央、私

設北海道考古学研究所：横山英介、苫小牧市博

物館・苫小牧市埋蔵文化財調査センター：赤石

慎三。

記号等の説明

１．遺構の表記は以下に示す記号を使用し、原則

として確認順に番号を付した。

P：土坑 F：焼土

２．遺構図の方位は真北を示す。遺構平面図・メ

インセクション図の＋はグリッドライン交点

で、傍らの名称記号は右下のグリッドを示し

ている。遺構断面図・メインセクション図の

セクションレベルは、標高（単位はｍ)であ

る。

３．遺構図の出土遺物は、下記の記号を使用した。

種別：底面／覆土の順に記す。

土 器：●／○ 剥片石器：▲／△

礫 石 器：▼／▽ 剥 片：■／□

礫・礫片：◆／◇ そ の 他：★／☆

４．遺構の最大規模は、「確認面での長軸長×短

軸長／底面での長軸長×短軸長／確認面から

の最大深・最大厚（単位はｍ）の順に記し

た。一部破壊されているものは現存長を( )

で示し、不明のものは－で示した。

５．実測図の縮尺は原則として下記のとおりであ

る。下記以外の図および、例外については図

内にスケールを付して示した。

遺 構：１／４０ 剥片石器：１／２

石 斧：１／２ 土 製 品：１／２

土 器：１／３ 礫 石 器：１／３

６．土層の表記については、基本土層はローマ数

字、遺構の層位はアラビア数字で示した。

７．土層の色調は、『新版標準土色帖２００２年版』

（小川・竹原 ２００２）に従った。

８．火山灰の略号は、『北海道の火山灰』（北海道

火山灰命名委員会 １９８２）による。

９．土器、石器、土製品、石製品の大きさは、「最

大長×最大幅×最大厚」で記した。剥片石器、

礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、

短軸を幅、厚さは最大値を採用した。破損し

ているものは現存長を( )で示した。なお、

実測図中において、たたき痕は∨－∨、すり

痕は←→で範囲を表した。
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� 調査の概要

１ 調査要項

事 業 名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：日本道路公団北海道支社

受 託 者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間：平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日

遺 跡 名：三次郎川左岸遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－３８）

所 在 地：茅部郡森町字石倉町６１０番地２４

調査面積：１，４２０m２（現地調査 平成１５年７月１４日～１０月２８日）

６５m２（現地調査 平成１６年１０月１３日～１０月２７日）

遺 跡 名：石倉５遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－３６）

所 在 地：茅部郡森町字石倉町５１２，５１３，５１９番地

調査面積：１，０７０m２（現地調査 平成１６年５月６日～６月３０日）

遺 跡 名：石倉４遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－３４）

所 在 地：茅部郡森町字石倉町４８２，４８３，４９０番地

調査面積：１，８５２m２（現地調査 平成１６年５月６日～６月３０日）

２ 調査体制

財団法人 北海道埋蔵文化財センター

（平成１５年度）

理事長 森重楯一 専務理事 宮崎 勝 総務部長 下村一久

常務理事兼第１調査部長 畑 宏明

第２調査部長 西田 茂

第３調査課 課長 熊谷仁志（三次郎川左岸遺跡発掘担当者）

主査 鎌田 望（三次郎川左岸遺跡発掘担当者）

主任 田中哲郎（三次郎川左岸遺跡発掘担当者）

主任 新家水奈

主任 大泰司統

（平成１６年度）

理事長 森重楯一 専務理事 宮崎 勝 常務理事 佐藤俊和 総務部長 佐藤英一

第２調査部長 西田 茂

第４調査課 課長 工藤研治（石倉４遺跡、石倉５遺跡、三次郎川左岸遺跡発掘担当者）

主査 鎌田 望（石倉４遺跡、石倉５遺跡、三次郎川左岸遺跡発掘担当者）

主査 村田 大

主任 新家水奈（石倉４遺跡、石倉５遺跡、三次郎川左岸遺跡発掘担当者）

主任 影浦 覚

主任 柳瀬由佳

１ 調査の概要

1



図�－１ 森町の位置と遺跡の位置

2



３ 調査にいたる経緯

北海道縦貫自動車道路は、函館市を基点として苫小牧・札幌・旭川の各市を経由して名寄市に至る

総延長４８８kmの自動車専用道路である。このうち、長万部町国縫 IC～和寒町和寒 IC間３５９kmは既

に供用されている。七飯～長万部間の路線については、平成５年１１月から建設工事が進められている。

平成２年４月、日本道路公団札幌建設局（現：日本道路公団北海道支社）から北海道教育委員会に

埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについての事前協議書が提出された。北海道教育委員会は平成２年４月

と平成７年１１月に所在確認調査を行い、平成５年からはこの路線の北側の長万部町から試掘調査を開

始した。また、平成７年１０月からは順次、範囲確認調査が実施されている。七飯～長万部間の発掘調

査の一部については、財団法人北海道埋蔵文化財センターが委託を受け、平成１０年度から行なってい

る。平成１１年度には長万部町の調査を終了した。八雲町の遺跡の調査は平成１３年度に終了した。平成

１３年度からは森町の遺跡の調査を行なっている。

石倉４遺跡は平成２年４月の所在確認調査により遺跡であることが判明し、平成１４年８月に試掘調

査、１０月に再試掘調査が行なわれた。石倉５遺跡は平成２年４月に所在確認調査、平成１５年６月に試

掘調査が行なわれた。三次郎川左岸遺跡は平成２年４月に所在確認調査、平成１５年６月に試掘調査が

行なわれた。これらの調査に基づき、平成１５年度には石倉５遺跡（９６２m２）と三次郎川左岸遺跡（１，４２０

m２）、平成１６年度には石倉４遺跡（１，８５２m２）、石倉５遺跡（１，０７０m２）、三次郎川左岸遺跡（６５m２）

の発掘調査を行なった。このうち、平成１５年度に発掘調査を行なった石倉５遺跡の９６２m
２

については、

平成１６年３月に報告済である。

４ 遺跡の位置と環境

森町は北海道西南部、渡島半島の中ほどの海沿いに位置する。行政区画上は渡島支庁管内茅部郡に
も なし べ がわ しゅく の べ がわ

属し、西は茂無部川を境に八雲町、南西は渡島山地を分水嶺として厚沢部町・大野町、南は宿 野辺川を
おしだしさわがわ

境に七飯町、東は駒ヶ岳山頂から押出沢川を境に砂原町と接し、噴火湾に北面する。遺跡は森町市街
も なし べ がわ

地より北西約７～１２kmの字石倉町にある。字石倉町は北東が海、南西には山が迫る地勢で、茂無部川、
ぽんないがわ さん じ ろうがわ いしくらがわ いしかわ さわがわ にごりかわ

本内川、三次郎川（山野川）、石倉川、石川の沢川、濁 川など噴火湾に注ぐ河川がある。これらに面

した河岸段丘上や海岸段丘上の平坦面には、平成１６年１２月現在で１０か所の遺跡が確認されている。

三次郎川左岸遺跡は海岸から２００ｍ内陸、三次郎川左岸の河岸段丘上の標高３５～５０ｍに立地する。

三次郎川を挟んで対岸には三次郎川右岸遺跡があり、その上の段丘上の標高５５～６０ｍには石倉５遺

跡、その東南１００ｍの標高約６０ｍには石倉４遺跡が立地する。ともに海岸から２５０ｍほど内陸にある。

さらに、東南４００ｍの石倉川左岸の海岸段丘上の標高６５～７５ｍには石倉３遺跡がある（図�－２・３）。

石倉の元の地名は「シュウンナイ」という。アイヌ語の「ショ」（滝・裸岩）「ウン」（…のある所）

「ナイ」（川・沢）、「滝のある沢」の意である。現在の本石倉（ほんいしくら）にそそぐ小川から得た

名という（森町編 １９８０）。これがどのような経緯で「石倉」となったのかは不明であるが、天明４（１７８４）

年の『北藩紀略』には「イシクラ」、寛政３（１７９１）年の菅江真澄の「えぞのてぶり」には「石倉」と

いう地名が登場している（竹内編 １９８７）。安政３（１８５６）年の記述である『竹四郎廻浦日記 巻の

三十』には「石クラ」として「…此処も文化頃人家七軒有し由なるが当時四軒、人別三十二人有。…」

との記述があり（松浦著・高倉編 １９７８）、『渡島日誌 巻の四』には同様の記述に苛斂誅求により人

口が減ったとの解説が加えられている（松浦著・秋葉解読 １９８８）。 （鎌田 望）

１ 調査の概要
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５ 周辺の遺跡

森町では平成１６年１２月現在、４１か所の遺跡が登載されている。これらの多くは茂無部川から森町市

街地にかけての海岸段丘上と、噴火湾に注ぐ河川流域に集中している。高速道路の建設に先立って調

査された茂無部川から濁川までの地域に所在する遺跡のうち、本書で報告するものを除く６か所につ

いての概要を北から順に述べる（図�－１～３、表�－１）。
ぽんないがわ う がん い せき

本内川右岸遺跡 平成１４年度に調査を行なった縄文時代中・後期の遺跡である。遺構は中期の土壙

３基を検出した。遺物は中期の円筒土器上層 b式、ノダップ�式、後期初頭の天祐寺式土器をはじ

め、石鏃、ポイントナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー、Rフレイク、Uフレイク、フレイク、

石斧、すり石、たたき石、石錘、砥石、石皿・台石、礫・礫片、原石、軽石など８９２点が出土した。
さん じ ろうがわ う がん い せき

三次郎川右岸遺跡 平成１５・１６年度に調査を行なった遺跡で、縄文時代中期後半～後期前葉を主体と

する。住居跡１９軒、配石遺構２か所、土坑８２基、焼土１６か所を検出した。住居跡には埋甕をもつもの

や掘り込みの浅いものがある。土壙はフラスコ状や大型礫を伴うもの、掘り込みの浅いものなど多様

なものがある。焼土は続縄文時代のものが多く、焼骨片が大量に混じるものがある。縄文時代中期の

ノダップ�式、後期前葉の天祐寺式、涌元式、続縄文時代の恵山式、後北式土器などが出土した。
いしくら い せき

石倉３遺跡 縄文時代後期初頭を主体とする遺跡である。東南方向に駒ヶ岳を望む最も標高の

高い部分で、縄文時代後期初頭の配石を伴う土坑１基を検出した。配石は３つのまとまりが認められ、

重さ１０～３０kgの大礫と径０．５～５�程の細～小礫からなる。いずれも安山岩が主体である。礫の下に

は直径１mほどの土壙が検出された。また、緩斜面西側では Tピットを１基検出した。遺物は、縄

文時代後期初頭の天祐寺式、前葉の涌元式やトリサキ式土器をはじめ、石鏃、つまみ付きナイフ、ス

クレイパー、Uフレイク、フレイク、石核、石斧、すり石、たたき石、扁平打製石器、メノウ原石、

礫など２０，２２１点が出土した。調査範囲のほぼ全面に径５～１０�程の中礫が分布していた。
いしくら い せき

石倉２遺跡 縄文時代中期後半を主体とする急峻な尾根上の竪穴住居群である。住居跡１１軒、

土壙９基、Tピット１０基、焼土２か所、土器集中４か所、フレイク集中２か所、礫集中１か所を検出

した。遺物は縄文時代中期後半の榎林式、晩期後葉の聖山�式土器をはじめ、石鏃、石槍、石錐、つ

まみ付きナイフ、ポイントナイフ、スクレイパー、石斧、ヘラ状石器、扁平打製石器、たたき石、く

ぼみ石、すり石、石錘、砥石、台石、石皿、Rフレイク、フレイク、石核、ミニチュア土器、土器片

再生円盤、石棒、石製品、有孔自然礫、礫など１６，５４８点が出土した。
いしくら い せき

石倉１遺跡 平成１４年度から継続調査している縄文時代中・後期を主体とする遺跡である。こ

れまでに住居跡４軒、土坑１９基、焼土１か所、集石３か所を検出している。住居跡は縄文時代後期初

頭～前葉のものである。１５基の土坑のうち２基は壙口部に台石や大型礫をもつ。また、１基はフラス

コ状ピットを転用した縄文時代後期前葉の墓である。遺物は縄文時代中期～後期前葉、続縄文時代の

土器をはじめ、石鏃、石錐、石槍、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石核、石斧、北海道式石冠、

すり石、たたき石、扁平打製石器、台石、石皿、石製品など、合わせて約６６，０００点が出土している。
にごりかわ さ がん い せき

濁川左岸遺跡 平成１３・１４・１６年度に調査を行なった遺跡で、縄文時代前期後半～後期前葉の

集落・墓域である。住居跡２５軒、土坑１８８基、焼土（石組炉を含む）１４８か所、柱穴様ピット５０６基、

配石遺構１か所、剥片集中１か所を検出した。遺物は約１１４，０００点が出土した。土器では縄文時代後

期前葉の天祐寺式、涌元式、トリサキ式、白坂３式などが大部分を占め、前期後半の円筒土器下層式、

中期前葉のサイベ沢�式併行の土器、続縄文時代の恵山式、後北式などがある。石器では石鏃、つま

み付きナイフ、スクレイパー、北海道式石冠、扁平打製石器、台石、たたき石などがある。 （鎌田）

１ 調査の概要
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表�－１ 周辺の遺跡一覧 ＊登載番号の太字（１・１２～１４）の遺跡は図�－３の範囲外になる。

登載
番号

遺跡名称 種 別 所 在 地 立 地 標高(m) 時 期（型式略名） 備 考

１ 姫川１ 遺物包含地 字駒ヶ岳１３２－１～４ 河岸段丘 １６７ 縄文中期（円筒上層）

２ 姫川２ 遺物包含地 字駒ヶ岳１７－２１６、－２１７、－６ 河岸段丘 １１２ 縄文中期（円筒上層）

３ 白 川 遺物包含地 字白川４９－１４ 河岸段丘 ４８～５０ 縄文晩期、擦文 貝塚あり

４ 森川貝塚 貝 塚 森川町７６～７９ほか 海岸段丘 １３～１５
縄文前期、続縄文（恵山）、擦
文、中近世

５ 森川１ 遺物包含地 森川町６９－２ほか 海岸段丘 １５～１８
縄文前（円筒下層 b)・中期、
続縄文（恵山）

１９８２「森川 A遺跡」町教委

６ 森川２ 遺物包含地 字霞台３４－１、３５－２ 台 地 ８０～１００ 縄文中～晩期、擦文 ２００４「森川２遺跡」町教委

７ 本内川右岸 遺物包含地 字石倉町６１０－７・８ 台 地 ４０～６０
縄文中（円筒上層 b，ノダップ
�）・後期（天祐寺）

２００３「森町本内川右岸遺跡」
北埋調報１８２

８ 茂無部川右岸 遺物包含地 字石倉町６１０－２・５ 台 地 ４０～６０ 縄文中～後期

９ 尾白内貝塚 貝 塚 字尾白内９２６、９２９－１ほか 海岸段丘 １０～１４
縄文晩期（大洞 A′）、続縄文

（恵山）
１９８１「尾白内」，１９９３「尾白内
２」町教委

１０ 鳥 崎 遺物包含地 鳥崎３１－１、字富士見町１３ほか 海岸段丘 １５～３０ 縄文後期 １９７５「鳥崎遺跡」町教委

１１ 蛯 谷 遺物包含地 字蛯谷町１４６－１ほか 河岸段丘 ３０～３２ 縄文中（円筒上層）・後期 １９７１ 町教委発掘調査

１２ 赤井川１ 遺物包含地 字赤井川２２９ 丘 陵 １７５～１９５ 縄文中期（円筒上層）

１３ 赤井川２ 遺物包含地 字赤井川２２９ 丘 陵 ２３０～２３５ 縄文中期

１４ 赤井川３ 遺物包含地 字赤井川２２９ 丘 陵 ２１０ 縄文中期

１５ オニウシ 集落跡 字上台町３２６－１８ 海岸段丘 ２５～３５
縄文早（東釧路�）～中期（円
筒上層）

１９７７「森町オニウシ遺跡発掘
調査報告書」町教委

１６ 御幸町 遺物包含地 字御幸町１３２－２、字清澄３－１ほか 海岸段丘 ８～２０ 縄文中期（円筒上層）
１９８５「御幸町」，１９９４「御幸町
２」町教委

１７ 清 澄 遺物包含地 字清澄２７、２９－２ 海岸段丘 ３３～３９ 縄文中期（円筒上層）

１８ 鷲ノ木１ 遺物包含地 字鷲ノ木１４５－１ほか 海岸段丘 １５～２０ 縄文中期（円筒上層）

１９ 鷲ノ木２ 台場跡 字鷲ノ木４５５ほか 海岸段丘 ４０ 近世

２０ 鷲ノ木３ 遺物包含地 字鷲ノ木４９９－２ほか 河岸段丘 ４０～４５
縄文中期（円筒上層）、続縄文

（恵山）

２１ 鷲ノ木４ 遺物包含地 字鷲ノ木５０６～５１０ 河岸台地 ４５～５０
縄文中（円筒上層）・晩期（タ
ンネトウ L)、続縄文（恵山）

２００１～３町教委発掘調査

２２ 濁川左岸 集落跡 字石倉町４０１、４４６－１、４４８ 河岸段丘 ４０～５０
縄文前（円筒下層）・中（円筒
上層）・後期前葉、続縄文

２００３「森町濁川左岸遺跡－B
地区－」北埋調報１９０，２００４
「森町濁川左岸遺跡－Ａ地区
－」北埋調報２０８

２３ 本茅部１ 遺物包含地 字本茅部町２０５、２７２～２７４、２９４ 海岸段丘 ８０～８５
縄文前（円筒下層）・中（円筒
上層，見晴町）・晩期（大洞
C２）

２００３「森町本茅部１遺跡」北
埋調報１９１，２００４「森町本茅
部１遺跡�」北埋調報１９９

２４ 栗ヶ丘１ 遺物包含地 字栗ヶ丘３８～４４ 河岸段丘 ３５～４５ 縄文中・後期 ２００４「栗ヶ丘１遺跡」町教委

２５ 倉知川右岸 集落跡 字栗ヶ丘７、１１－１・２ 丘 陵 ７５～８０
縄文中（円筒上層，サイベ沢�）
・後期（トリサキ）

２００４「森町倉知川右岸遺跡」
北埋調報１９６

２６ 森川３ 集落跡 字森川町３１７－１・７ 丘 陵 １００ 縄文前・中期、続縄文（恵山） ２００２～２００４ 道埋文発掘調査

２７ 上台１ 遺物包含地 字上台３３－１、４２－１、３６４ 丘 陵 ９０
縄文前（円筒下層）・中（円筒
上層）・後（トリサキ，大津，
手稲）・晩期（聖山�）

２００５「森町上台１遺跡」北埋
調報２１７

２８ 鷲ノ木５ 遺物包含地 字鷲ノ木５０３－１、４９５－４・５ 河岸段丘 ７０ 縄文後期 ２００３，－０４ 町教委発掘調査

２９ 石倉１ 遺物包含地 字石倉町３９５～３９７、４０３、４０４、４３９ 丘 陵 ３０～４０ 縄文中・後期 ２００２～２００４ 道埋文発掘調査

３０ 森川４ 遺物包含地 字森川町３１７－１８ 河岸段丘 ９０
縄文前（円筒下層）・中（円筒
上層）・後（トリサキ，手稲）・
晩期（聖山�）

２００５「森町森川４遺跡」北埋
調報２１８

３１ 上台２ 集落跡 字上台町３２６－５
河岸段丘
～緩斜面

９０～１００
縄文早（条痕文）・前（円筒下
層）・中（円筒上層）・後（大津）
・晩期

２００５「森町上台２遺跡」北埋
調報２１６

３２ 石倉２ 集落跡
字石倉町１４６、６２３－１・３・４、
６２４－１、３０６

河岸段丘 ６０～７５ 縄文中（榎林）・晩期（聖山�）
２００４「森町石倉２遺跡」北埋
調報１９７

３３ 石倉３ 遺物包含地 字石倉町４８２、４８３、４９０ 河岸段丘 ６５～７５ 縄文後期（天祐寺，トリサキ）
２００４「森町石倉３遺跡・石倉
５遺跡」北埋調報２０５

３４ 石倉４ 遺物包含地 字石倉町５１１、５２０、５２１ 河岸段丘 ６０
縄文前（円筒下層）・中期（円
筒上層，大安在 B)

２００５「森町三次郎川左岸遺跡
・石倉５遺跡�・石倉４遺跡」
北埋調報２１９

３５ 鷲ノ木６ 遺物包含地 字鷲ノ木５０５、５１１ 河岸段丘 ６５～７０ 縄文後期

３６ 石倉５ 遺物包含地 字石倉町５１２、５１３、５１９ 河岸段丘 ５５～６０
縄文前（円筒下層）・後期（ト
リサキ）、続縄文（恵山）

２００４「森町石倉３遺跡・石倉
５遺跡」北埋調報２０５，２００５
「森町三次郎川左岸遺跡・石
倉５遺跡�・石倉４遺跡」北
埋調報２１９

３７ 三次郎川右岸 遺物包含地 字石倉町５１３、５１６ 河岸段丘 ４０～４７ 縄文前・中・後期、続縄文

３８ 三次郎川左岸 遺物包含地 字石倉町６１０－２４ 河岸段丘 ３５～５０
縄文前（円筒下層）・後期（天
祐寺）、続縄文（恵山，後北 C２
－D)

２００５「森町三次郎川左岸遺跡
・石倉５遺跡�・石倉４遺跡」
北埋調報２１９

３９ 鷲ノ木７ 遺物包含地 字鷲の木町３９７－１ほか 尾 根 ６０ 縄文

４０ 鷲ノ木川右岸 遺物包含地 字鷲の木町３９６ 台 地 ６０ 縄文

４１ 蛯谷２ 遺物包含地 字蛯谷町２８１ 台 地 ８０ 縄文

＊備考欄の町教委は森町教育委員会、道埋文は�北海道埋蔵文化財センター、北埋調報は�北海道埋蔵文化財センター調査報告書を示す。

１ 調査の概要
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６ 調査の概要

（１） 三次郎川左岸遺跡

平成１５年度から継続調査を行なっている。森市街地から１１．５km北西、三次郎川の河岸段丘上の標

高３５～４３ｍにある。平成１５年度は海側の１，４２０m２の調査を行い、平成１６年度は山側の２８０m
２

の調査を

行なう予定であった。今年度その一部を調査した結果、遺構は検出されず遺物も僅かな出土であり、

山側には遺物の分布が広がらなかったため、６５m２の調査で終了した。平成１５・１６年度の調査で、土

坑１基、焼土１か所を検出した。遺物は縄文時代前期後半の円筒土器下層式、後期初頭の天祐寺式や

涌元�式に併行する土器、続縄文時代の恵山式、後北式土器をはじめとして、２，０２８点が出土した。

（２） 石倉５遺跡

平成１５年度から継続調査を行なっている。森市街地から１１km北西、三次郎川右岸の山地から海岸

に迫る標高６０ｍほどの高位段丘上に立地する。平成１５年度は山側部分９６２m２を調査した。平成１６年度

は海側部分１，０７０m２の調査を行った。調査範囲は沢地形であり、沢の最深部では高低差４ｍ、幅２０ｍ

以上となる。北西側は三次郎川に向かって傾斜しており、下の段丘には三次郎川右岸遺跡がある。遺

構は�層から掘り込まれた土坑２基を検出した。遺物は縄文時代前期後半の円筒土器下層式、後期前

葉のトリサキ式、続縄文時代の恵山式土器をはじめとして土器・石器合わせて７４３点が出土した。

（３） 石倉４遺跡

石倉５遺跡の南東側に隣接する。調査範囲の１，８５２m２は工事用道路により分断されており、まず道

路の海側部分から調査に着手した。道路切り替えの後、道路より山側部分の調査を行った。遺構は�
層で焼土１か所を検出した。遺物は縄文時代前期後半の円筒土器下層式、中期前半の円筒土器上層式、

中期後半の大安在 B式など、土器・石器合わせて１，８３０点が出土した。 （鎌田）

表�－３ 遺跡別出土遺物一覧

分
類

遺
跡
名

土 器

土

器

計

石 器

�ｂ �ａ �ｂ �ａ �ａ �ｂ
石

鏃

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

Ｒ
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

石

核

フ
レ
イ
ク

石

斧

三次郎
川左岸

１９ １７１６ ９２ ７８ １９０５ １ ２ ５ ５２ ８

石倉５ ２７８ ７ ３４ ３１９ １１ ２ ４ ９５ ６

石倉４ ３９ ３５ １３１ ２０５ ５ ３ ２ ２ ２３ ３

分
類

遺
跡
名

石 器

石

器

計

土

製

品

そ

の

他

合

計

北
海
道
式

石
冠

た
た
き
石

扁
平

打
製
石
器

石

錘

石

鋸

石

皿

台

石

原

石
礫

有
孔
礫

三次郎
川左岸

４ １ １ ２１ ２５ １２０ ３ ２０２８

石倉５ ４ ８ ３ １ １ ２８２ １ ４１８ ６ ７４３

石倉４ １ ２ １ ２ １５８１ １６２５ １８３０

表�－２ 遺跡別検出遺構一覧

遺跡名 土 坑 焼 土

三次郎川左岸 １ １
石倉５ ２
石倉４ １
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図�－４ 調査開始面地形図

三次郎川左岸遺跡

石倉５遺跡

石倉４遺跡
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図�－５ 調査最終面地形図・遺構位置図

三次郎川左岸遺跡

石倉５遺跡

石倉４遺跡
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� 調査の方法

１ 調査区の設定と座標値

調査区（グリッド）の設定

平成１５年度の調査の際に、北海道縦貫自動車道工事用地内の基準杭 STA．４６９＋００＝M２０とし、

STA．４７０＋００と結んだ線を基準のMラインとして石倉５遺跡、三次郎川右岸遺跡、三次郎川左岸遺

跡に４×４ｍメッシュの区画を用いてグリッドを設定した。区画（グリッド）の名称は、Mライン

と平行する北西－南東方向ラインにアルファベット、北東－南西方向のラインにアラビア数字を用

い、それぞれ交差する地点に調査杭を打設した。南側交点がそのグリッドの名称となる。「H１３」の

ように表記し、アルファベットと数字の間にハイフンは入れずに、遺構名と区別した。

今回新たに、石倉５遺跡の南東側に隣接する石倉４遺跡を調査するにあたり、前年度設定した基準

に準拠することにした。ただし、石倉５遺跡の南東方に０のラインがあるため、今年度はそのラインを

１００として、森市街地に向かうほど数字が減っていくように設定した。なお、これらの遺跡を通る路線

は緩やかなカーブを描いているため、石倉４遺跡では STA．４６８＋００、三次郎川左岸遺跡では STA．４７１

＋００がMライン上にはない。アラビア数字で示す直線は真北に対して、４２°１３′２０′東偏する。

座標値

各遺跡の測量杭での、座標第 X�系における世界測地系の平面直角座標値（X、Y）、および国土

地理院のホームページで公開されている座標変換ソフト（TKY２JGD）（Ver．１．３．７９パラメータ

Ver．２．１．１）を用いた座標変換による世界測地系の緯度（B）・経度（L）の計算値は以下の通りである。

（三次郎川左岸遺跡）

M５６ X＝－２０４１２４．１６５m Y＝１７７４９．９８７m B＝４２°０９′４３．９９２３５″ L＝１４０°２７′５３．３０９８８″

M６１ X＝－２０４１１０．７２５m Y＝１７７３５．１７６m B＝４２°０９′４４．４２９１９″ L＝１４０°２７′５２．６６６０９″

（石倉５遺跡）

M２０ X＝－２０４２２０．９３３m Y＝１７８５６．６２５m B＝４２°０９′４０．８４７０７″ L＝１４０°２７′５７．９４５０５″

M２５ X＝－２０４２０７．４９３m Y＝１７８４１．８１４m B＝４２°０９′４１．２８３９１″ L＝１４０°２７′５７．３０１２７″

（石倉４遺跡）

M７０ X＝－２０４３０１．５７４m Y＝１７９４５．４９１m B＝４２°０９′３８．２２５９３″ L＝１４０°２８′０１．８０７６４″

M７５ X＝－２０４２８８．１３３m Y＝１７９３０．６８０m B＝４２°０９′３８．６６２８２″ L＝１４０°２８′０１．１６３８８″

２ 発掘調査の方法

三次郎川左岸遺跡では、まず６５m２について�～�層を移植ゴテと片手鎌により２�ずつ掘り下げ、

遺物・遺構の有無を確認して掘り下げていった。�層はスコップとジョレンにより除去し、�層上面

の精査を行なった。石倉５遺跡と石倉４遺跡では、調査範囲全体にわたり適当な間隔を空けて２５％調

査を行い遺物分布の濃淡を確認して、分布の濃い部分から包含層調査を行なった。�～�層の各層に

ついては、調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら移植ゴテと片手鎌により２�ずつ掘り

下げ、遺構・遺物が確認されなかった部分については、スコップにより深さ２～５�の細かい刻み目を

入れた後、ジョレンにより土を除去するという方法を繰り返して掘り下げて調査した。落ち込みが確認

された土坑や検出した焼土については、半截して土層観察用の面を残して掘り下げ、実測図と写真に

より記録した。�層はスコップとジョレンにより除去し、�層上面の精査を行なった。 （鎌田）

� 調査の方法

11



図
�
－
１

調
査
範
囲
と
周
辺
の
地
形

12



図�－２ グリッド設定図

三次郎川左岸遺跡

石倉５遺跡

石倉４遺跡
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３ 整理の方法

（１） 一次整理

包含層の遺物は位置や層位を記録し、発掘区ごとに取り上げた。遺構の遺物は実測図により位置、

層位、標高を記録し、番号を付けて取り上げた。出土状況に応じて、写真や出土状況図など詳細な記

録化に努めた。取り上げた遺物は日付順の取り上げ台帳をその場で作成し、その後一次整理もできる

だけ現地で行った。遺物の水洗・乾燥後、注記を行ない、遺跡名の略称（三次郎川左岸遺跡では SS、

石倉５遺跡では IK５、石倉４遺跡では IK４）、遺構出土のものは遺構名、出土層位、遺物番号を、

包含層出土のものは、遺跡名の略称の後にグリッド名＋小グリッド名、出土層位を記入した（包含層

出土の場合の例：IK５M２０．�、遺構出土の場合の例：IK５P－１坑底１）。

現地で分類を行なって遺物分類カードを作成し、日付、層位、点数、分類名、石器は石材等も記入

してそれぞれ遺物に添付してビニール袋に収納した。石器の中にはこの時点で重量を含む計測をおこ

なったものもある。その後遺構出土のものは遺構別、包含層出土のものは分類別に分けて現地でコン

テナに仮収納した。１０月末の現地調査終了時、江別の当センター作業所に搬送し、再び整理作業を開

始した。センターでは取り上げ台帳と分類カードの情報をもとに本台帳作成、集計作業等を進めた。

（２） 二次整理

現地調査終了後は江別市内の整理作業所において、現地での実測図面の整理、遺跡全体図・地形図

・遺構図の作成、トレース、出土遺物の再・細分類、遺物台帳と遺物の照合、台帳の補正、集計、表

作成、土器・石器の接合・復元作業、報告書掲載遺物の実測、トレース図作成、写真撮影等の報告書

作成作業を行なった。

分類後の土器は、遺構出土のものは遺構ごと、包含層出土のものは、グリッドごとに整理台帳を作

成し、点数を集計した。接合にあたっては分類ごとに広げ、同一個体ごとにまとめていった。同一個

体の破片のうち一部を抜き出した個体については、バックカーボン複写メモに掲載破片と非掲載破片

のグリッド、層位、遺物番号、点数等を記載し、各々に貼付した。

分類後の石器は、遺構出土のものは遺構ごと、包含層出土のものは分類器種ごとに整理台帳を作成

し、点数を集計した。同時に分類と台帳の訂正をおこなった。報告書掲載遺物は、遺構出土、包含層

出土を問わず、残存状態が良好であるもの、その器種の特徴を反映しているものを抽出しており、器

種ごとの掲載点数はかならずしも出土点数と比例してはいない。石器の計測は「長さ」、「幅」、「厚さ」、

「重さ」の項目についておこない、計測値を表に示した。前者３項目は、実測図上で互いに直交する

軸の数値を計測した。「長さ」は最大長である。欠損部分があるものは、残存長の数値を（丸括弧）

でくくった。「重さ」の数値は剥片石器・１００g未満の礫石器・礫については小数点第２位まで計測、

１００g以上の石器は１gを最小単位とする数値で示した。

（３） 記録類・遺物の収納・保管

調査現場、および整理作業で作成した各種図面、写真フィルム、遺物整理台帳は当面は北海道立埋

蔵文化財センターにて保管される。整理作業終了後の遺物は収納台帳とともに森町教育委員会にて保

存・活用される。遺物は遺跡ごとに報告書掲載のものと未掲載のものとに分けた。さらに遺構出土の

ものと包含層出土のものに分け、遺構出土のものは遺構ごとにコンテナに収納した。包含層出土のも

のは器種分類ごとに分け、さらにグリッドのアルファベット順にコンテナに収納した。これらのコン

テナには通し番号をつけ、収納台帳を作成した。

（鎌田）
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４ 土層の区分

（１） 観察項目と記載順序

三次郎川左岸遺跡の土層観察は田中哲郎が、石倉４遺跡、石倉５遺跡の土層観察は新家水奈が行っ

た。また、土層表記中、土層の混在状態を、基本土層記号などを用いて次の様に表す場合がある。

A+B：Aと Bがほぼ同量混じる A＞B：Aに Bが少量混じる

基本層序、遺構の土層の観察には『新版標準土色帖２００２年版』（小山・竹原 ２００２）および『土壌ハ

ンドブック』（ペドロジスト懇談会 １９８４）を用いた。主な観察項目と記載順序は以下のとおりである。

１．土性区分 砂土（S）、砂壌土（SL）、壌土（L）、シルト質壌土（SIL）、埴壌土（CL）、埴土（C）に

分けられる。

２．色 調 色相、明度、彩度を記号および数値で表す方法を採用した（小山・竹原 ２００２）。

３．粘着性 なし、弱、中、強に分けられる。

４．堅密度 すこぶるしょう、しょう、軟、堅、すこぶる堅、固結に分けられる。

５．下位の層との層界の明瞭性 明瞭、判然、漸変、散漫に分けられる。

６．層界の起伏 平坦、波状、不規則、不連続に分けられる。

７．礫の混入状況 混入面積の割合（％）、石礫の大きさ（細礫０．２～１�、小礫１～５�、中礫５～

１０�、大礫１０～２０�、巨礫２０～３０�、巨岩３０�以上）、石礫の形状（角礫、亜角礫、亜円礫、円礫）、

石礫の風化の度合い（未風化、半風化、風化、腐朽）、石礫の種類（軽石、堆積岩等）を記入。

（２） 基本層序（図�－３～１１、表�－１）

�層：表土・耕作土。

�層：駒ヶ岳起源降下火山灰（Ko－d）層。噴出年代は１６４０年。平均層厚は１５０�。

�層：黒色土。�層（Ko－d）直下の腐植土層。擦文～中・近世の遺物包含層。層厚０～１０�。

�層：にぶい黄褐色土。白頭山苫小牧起源降下火山灰

（B－Tm）層。噴出年代９２４～９３３年、９４４～９４７年。

層厚０～５�。

�層：黒色土。擦文～続縄文・縄文時代晩～早期の遺

物包含層。

�ａ層：�ｂ層よりも黒色度合いが強い。擦文～続

縄文時代の遺物包含層。層厚０～１０�。

�ｂ層：�ａ層よりもやや明るい。縄文時代の遺物

包含層。層厚約２０�。

�層：黒褐色土。漸移層。Ko－g粒多く混入。層厚０

～２０�。

�層：褐～黄褐色土。駒ヶ岳起源降下軽石（Ko－g）層。

噴出年代約６０００年前。層厚約０～２０�。

�層：にぶい黄褐色土。縄文時代早期の遺物包含層。

濁川カルデラ（Ng）起源降下火山灰の風化再堆積

（ローム）層。層厚約６０～１００�。今回の調査で

は縄文時代早期の遺物は出土していない。

（新家水奈）

図�－３ 基本土層柱状図

� 調査の方法
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図�－４ 土層断面観察位置図

三次郎川左岸遺跡

石倉５遺跡

石倉４遺跡
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５ 遺物の分類

（１） 土 器

分類にあたっては、これまでの噴火湾沿岸、渡島半島での調査結果を基にした分類を踏襲した。出

土した土器には縄文時代前期後半、中期前半、中期後半、後期初頭、続縄文時代のものがある。

便宜上、縄文時代早期の資料を�群とし、以下順次前期、中期、後期、晩期を�群、�群、�群、

�群とした。続縄文時代のものは�群、擦文時代のものは�群とした。この各群にアルファベットの

小文字を組み合わせて時期差を示した。前半を a類、後半を b類、あるいは前葉を a類、中葉を b

類、後葉を c類とした。

�群 縄文時代早期に属するもの

a類：貝殻文、条痕文のある土器群。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などのある土器群。

�群 縄文時代前期に属するもの

a類：縄文の施された丸底、尖底の土器群。

b類：円筒土器下層式に相当するもの。

�群 縄文時代中期に属するもの

a類：円筒土器上層式に相当するもの、その系譜を引くもの（サイベ沢�式、見晴町式）。

b類：榎林式、大安在 B式、ノダップ�式、煉瓦台式に相当するもの。

�群 縄文時代後期に属するもの

a類：天祐寺式、涌元式、トリサキ式、大津�群、白坂３式、十腰内�式に相当するもの。

b類：ウサクマイ C式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの。

c類：堂林式、三ツ谷式、湯の里３式に相当するもの。

�群 縄文時代晩期に属するもの

a類：大洞 B式、上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞 C１式、大洞 C２式に相当するもの。

c類：大洞 A式、大洞 A’式に相当するもの。

�群 続縄文時代に属するもの。

a類：恵山式に相当するもの。

b類：後北式に相当するもの。

�群 擦文時代に属するもの。

（鎌田）
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（２） 石器等

石器の分類にあたっては、下記に示した器種別の分類にとどめ、細分は行っていない。

今回調査した３遺跡から出土した石器には、石鏃、スクレイパー、つまみ付きナイフ、Uフレイ

ク、Rフレイク、石核、フレイク、石斧、北海道式石冠、たたき石、扁平打製石器、石錘、石鋸、石

皿、台石、原石、礫、有孔礫などがある。

出土した石器の分布図は、剥片石器と礫石器に分けて作成した。

石器の石材には、石斧を除く剥片石器には頁岩、メノウが多く使われ、黒曜石を利用したものは少

ない。石斧は泥岩製が多く、まれに片岩や砂岩が使われている。礫石器はほとんどが安山岩を使用し

ている。製品ではないが、礫として分類したものには、安山岩のほか、軽石、凝灰岩、砂岩もみられ

た。

分類に使用した名称、および掲載順は以下の通りである。

剥片石器

石鏃

スクレイパー（原則として片面加工、刃部が周縁の３分の１以上）

つまみ付きナイフ（原則として基部は片面加工であり、「ナイフ」という呼称と矛盾する

が慣習的にこの名称を使用した）

Rフレイク（加工痕のある剥片）

Uフレイク（使用痕のある剥片）

石核

フレイク（剥片・細片）

石斧

礫 石 器

北海道式石冠

たたき石

扁平打製石器

石錘

石鋸

石皿

台石

原石

礫

そ の 他

石製品や自然孔を持つ有孔礫など

（新家）

� 調査の方法
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� 三次郎川左岸遺跡

１ 概 要

平成１５年度から調査を行なった縄文時代後期初頭を主体とする遺跡である。森市街地から１１．５km

北西、八雲町との町境から１kmほど南側の三次郎川沿いにある。遺跡はその両側にあり、「左岸遺

跡」「右岸遺跡」と三次郎川で区分けしている。調査地点は三次郎川の河口から直線距離で２００ｍ遡っ

た河岸段丘上の標高３５～４３ｍにある。調査範囲は上位・中位・下位の３つの平坦面と斜面から成る。

工事用道路の切り替えのため、平成１５年度は海側１，４２０m２の調査を行なった。平成１６年度は山側の

２８０m２の調査を行なう予定であった。今年度、その一部を調査した結果、遺構は検出されず、遺物の

出土も僅かであり、さらに山側には遺物の分布が広がらなかったため６５m２の調査で終了した。

２ 遺 構

平成１５年度の調査において、下位の平坦面から土坑１基、焼土１か所を検出した。

Ｐ－１（図�－１、口絵１、図版１・７）

位 置 Q６３ａ～d 規 模 １．１５×１．０７／０．８７×０．９３／０．４５ｍ 平面形態 円形

立 地 下位の平坦面南側に位置する。東側は三次郎川に下る急斜面となっている。

調査・確認 �層調査中に円形の黒色土の落ち込みを検出した。半截して掘り下げたところ、�層を

底・壁とする立ち上がりを確認した。

覆 土 覆土は７層に分層した。覆土１～３層（覆土上層）は黒色土を主体とする。覆土４～７層（覆

土下層）は褐色土を主体とし、黒色土がほとんど入らない土である。いずれも、緻密で堅く締まって

いる。

遺 物 覆土上層から土器片３０点、坑底からたたき石１点と礫１点、土坑脇から礫１点が出土した。

１・２は覆土から出土した折り返し口縁とタガ状貼付帯を持つ�群 a類土器である。２は口縁に小

突起をもつ。１は Lの縄を巻いた単軸絡条体による網目状撚糸文、２は LR斜行縄文が施されてい

る。いずれも口縁部は横回転、体部は縦回転で施文され、貼付帯間は無文である。内面はナデ調整、

胎土に角閃石・砂・海綿骨針・黄白色軽石を含み、焼成は良好である。流れ込みの遺物と判断される。

時期・性格 覆土下層は埋め戻し土であり、埋め戻した土が窪んだ後に黒色土が発達し流れ込んだも

のと推定される。腐植土の未発達の時期に掘られた土坑と考えられる。周辺の包含層から�群 b類

土器が出土していることから、縄文時代前期後半の墓の可能性がある。

Ｆ－１（図�－１、口絵２、図版７）

位 置 P６０d 規 模 ０．９８×０．４６×０．１１ｍ 平面形態 不整形

立 地 下位の平坦面北側の窪地に位置する。

調査・確認 風倒木痕の精査の際、凹地に堆積する黒色土の上で検出した。焼土と黒色土との層界は

明瞭であり、漸移的な土色変化は見られない。

遺 物 土器片が１点出土した。３は�群 a類土器である。器面が摩耗して不鮮明であるが、LR斜

行縄文が施されている。内面は磨かれている。胎土には砂・輝石・海綿骨針を含む。焼成は良好で堅

く焼き締まる。

時期・性格 遺物から縄文時代後期初頭のものと推定される。焼土と黒色土との層界は明瞭であり、

漸移的な土色変化は見られない。投げ捨てられた焼土と考えられる。 （鎌田）
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図�－１ 遺構位置図、Ｐ－１、Ｆ－１

� 三次郎川左岸遺跡
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３ 包含層出土の遺物

（１） 土 器

土器は１，８７４点出土した。時期別の内訳は、縄文時代前期後半の円筒土器下層式土器（�群 b類）１９

点、後期初頭の天祐寺式土器や次の段階の涌元�式に併行する時期の土器（�群 a類）１，６８５点、続縄

文時代の恵山式土器（�群 a類）９２点、後北式土器（�群 b類）７８点である。

包含層出土土器全体に対する各時期の出土点数の割合は、�群 b類１．０１％、�群 a類８９．９１％、�
群 a類４．９１％、�群 b類４．１６％である。また、各時期の出土点数に対する各層位ごとの出土点数の

割合は、�群 b類は�ｂ層７３．６８％、�層１０．６３％、�層１０．６３％、�群 a類は�ｂ層６５．６４％、�ａ

層２３．６８％、�群 a類は�ｂ層１００％、�群 b類は�層５７．６９％、�ｂ層３４．６２％となっている。

�群 b類は斜面と中位平坦面、�群 a類は中位平坦面と上位平坦面南側、�群 a類は上位平坦面

と中位平坦面の間にある斜面、�群 b類は上位平坦面南側で主に出土した（表�－１、図�－２）。

縄文時代前期の土器（図�－４－５～８、図版８）

５～８は�群 b類である。５は口唇が RLの縄を巻いた単軸絡条体により刻まれ、口縁に RLの縄

を巻いた単軸絡条体による条線文が施されている。６は多軸絡条体による回転施文をもつ。いずれも

内面は磨かれており、胎土に繊維・輝石を含む。６はさらに海綿骨針を含んでいる。７は R縄の網

目状絡条体、８は R縄の単軸絡条体による回転施文をもつ。いずれも内面調整は横ナデで、胎土に

白色軽石を含む。さらに、７は繊維と輝石、８は海綿骨針と砂を含んでいる。

縄文時代後期の土器（図�－３－１～３、図�－４－９～１２、図�－５－１３～２５、口絵５、図版７～９）

１～３、９～２５は�群 a類である。１～３は復元土器である。１は推定口径１９．３�、現存器高１９．３

�を計る、深鉢形土器である。底部を欠いている。折り返し口縁と口縁部のタガ状貼付帯を、垂下する

２本一組の貼付で繋いでいる。貼付帯間は無文である。口唇に RLの縄の圧痕、体部に RL縦回転の斜

行縄文が施されている。内面調整は横ナデで指頭痕が見られる。胎土に砂・輝石・白色軽石を含む。

表�－１ 層位別出土遺物一覧

分 類

層 位

土 器

土

器

計

石 器

石

器

計

土

製

品

合

計�ｂ �ａ �ａ �ｂ
石

鏃

ス
ク
レ
イ
パ
ー

Ｕ
フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

石

斧

た
た
き
石

扁
平
打
製
石
器

石

皿

原

石
礫

遺

構

Ｐ－１

覆 土 ３０ ３０ ３０

坑 底 １ １ ２ ２

土坑脇 １ １ １

合 計 ３０ ３０ １ ２ ３ ３３

Ｆ－１ １ １ １

遺構計 ３１ ３１ １ ２ ３ ３４

包

含

層

� ２ ９０ ４５ １３７ ９ １ １０ １４７

�ａ １ ３９９ ４００ １ １１ １ １ ２ １６ １ ４１７

�ｂ １４ １１０６ ９２ ２７ １２３９ ２ １ ２３ ７ ３ １ １ ５ １７ ６０ ２ １３０１

� ２ ２ ４ １ ３ ３ ９ １ １７ ２１

� １ １ ２ ２ ３

Ｂ 調 ５４ ５４ ４ ３ ７ ６１

風倒木攪乱
表採・排土等

３３ ６ ３９ ２ ３ ５ ４４

包 含 層 計 １９ １６８５ ９２ ７８ １８７４ １ ２ ５ ５２ ８ ３ １ １ ２１ ２３ １１７ ３ １９９４

合 計 １９ １７１６ ９２ ７８ １９０５ １ ２ ５ ５２ ８ ４ １ １ ２１ ２５ １２０ ３ ２０２８
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２は口径１８．３�、器高２０．５�、底径７．０�を計る、深鉢形土器である。口縁に小突起をもつ無文の土

器である。器面・内面とも横ナデにより調整され、指頭痕が残る。胎土には砂・輝石・角閃石・白色

軽石を含む。３は口径８．５�、器高１０．７�、推定底径２．４�を計る、小型の深鉢形土器である。口縁の

小突起から垂下する貼付帯と体部に LR斜行縄文が施される。口縁はナデ消されて無文となる。胎土

には砂・角閃石・海綿骨針・白色軽石を含む。

９～１７は口縁および口縁部を含む個体である。９～１３は折り返し口縁とタガ状貼付帯をもつ。９・

１１は折り返し口縁と口縁部のタガ状貼付帯を垂下する貼付で繋いでいる。１０・１２は口縁に小突起をも

つ。１２の小突起は２つ一組である。１３は平口縁である。いずれも、貼付帯間はナデ調整されており、

口唇・口縁部は横回転、体部は縦回転の LR斜行縄文が施されている。内面調整は９・１０・１２が丁寧

な横ナデ、１１・１３は横ナデで指頭圧痕が見られる。１２の底部は張り出し、底部内面に指頭圧痕が残る。

胎土には黄褐色軽石・角閃石・砂を含み、これらに加えて９には輝石、１０・１３には輝石・細礫、１１・

図�－２ 包含層出土土器分布図

� 三次郎川左岸遺跡
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図�－３ 包含層出土の土器（１）
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１２には細礫を含む。１４は折り返し口縁をもつ。口縁部は横回転、体部は縦回転の LR斜行縄文が施さ

れている。内面調整は横ナデで、胎土に砂・角閃石・輝石・黄白色軽石を含む。１５・１６は単軸絡条体

の回転施文による網目状撚糸文をもつ。１５は折り返し口縁と口縁部のタガ状貼付帯は横回転、体部は

縦回転で施文されている。１６は口縁に小突起をもち、口縁には縦回転で施文されている。内面調整は

１５が丁寧な横ナデ、１６が横ナデである。いずれも胎土に輝石を含み、それに加えて、１５には砂・角閃

石、１６には黄白色軽石を含む。１７は口縁とタガ状貼付帯の間が無文である。口縁部は横回転、体部は

縦回転の LR斜行縄文が施されている。内面は横ナデにより調整され、指頭圧痕がある。胎土には砂

・角閃石・黄白色軽石を含む。

１９・２０は胴部破片である。地文に縦回転の LR斜行縄文が施されている。いずれも、内面は丁寧な

横ナデにより調整されており、胎土に砂・輝石・角閃石・黄褐色軽石を含む。１９はさらに細礫を含む。

１８・２１～２５は底部および底部を含む個体である。１８は LR縄を巻いた単軸絡条体の回転施文の上に

同じ施文具による格子状の条線文が施されている。２１・２４の地文は LR、２３は RLの斜行縄文で、２３

～２５には横と縦の回転施文が見られる。１８～２５は胎土に砂・角閃石・黄白色軽石を含み、さらに１９・

２０・２５には輝石、１９・２１・２２・２４・２５には細礫を含む。

３０・３１はミニチュア土器である。便宜上ここで記述する。３０は推定底径３．３�、３１は推定底径２．９�

図�－４ 包含層出土の土器（２）

� 三次郎川左岸遺跡
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図�－５ 包含層出土の土器（３）
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を計る。いずれも無文で内面には指頭圧痕が残り、胎土に砂・輝石・白色軽石を含む。

続縄文時代の土器（図�－３－４、図�－５－２６～２９、口絵５、図版９）

４は�群 a類である。口径１８．６�、器高２３．５�、底径６．５�を計る。口唇外縁が刻まれ、口縁４か

所に小さな貼付がある。口縁・頸部・胴部が沈線で区画され、口縁部と胴部下半に RLの縞縄文、頸

部～胴部上半に菱形に沈線文が描かれる。菱形の頂部には２つ一組の刺突文が施される。内面調整は

横ナデで指頭痕が残る。胎土には砂・角閃石・海綿骨針・白色軽石を含む。焼成は良好である。

２６～２９は�群 b類である。２６は口縁の無文部分で内面が磨かれている。２７は微隆起線、２８・２９は

０段多条 RL帯縄文と微隆起線により文様が構成される。２９の口唇は刻まれている。いずれも内面調

整は横ナデである。２７は胎土に白色軽石を含む。２８・２９は砂・角閃石・黄白色軽石を含む。２９はさら

に輝石を含む。 （鎌田）

表�－２ 掲載土器一覧

掲載

番号
分類 発掘区

遺物

番号
層位

破 片 数
部 位

文 様・調 整 胎 土 非掲載破片

の分布状況掲載 非掲載 総数 外 面 内 面 粗 密 含有物

１ �ａ P６２a ３ �ｂ ３０ １１ ４１
口縁

～胴部

口唇 RL縄圧痕

貼付文

RL斜行縄文

横ナデ

指頭圧痕
やや粗

砂

輝石

白色軽石

L６０c，�ｂ．
P６２d，�ｂ．
Q６２a・b・d，�ｂ．
R６５，B調．

２ �ａ

M６３c １ �ａ １

１ ３２
口縁

～底部

口縁突起

無文

補修孔

横ナデ

指頭圧痕
やや粗

砂・輝石

角閃石

白色軽石

M６４b，３，�ａ．

M６３c ３ �ｂ ３

M６４b １ �ｂ ３

M６４b ３ �ａ １

M６４b ５ �ｂ ２３

３ �ａ

L６４b １ � １

０ ８
口縁

～底部

口縁突起

貼付文

LR斜行縄文

横ナデ

指頭圧痕
やや密

砂

輝石

角閃石

白色軽石

L６４c １ �ｂ ２

M６４a ３ �ａ １

M６４d １ �ｂ １

M６４d ２ �ａ ２

M６４d ３ � １

４ �ａ
N６３c １ �ｂ ２９

１７ ９２
口縁

～底部

口縁刻み
沈線文

三角列点
RL縞縄文

横ナデ

指頭圧痕
密

砂
角閃石
海綿骨針
白色軽石

N６３c，�ｂ．

N６３d，�ｂ．
N６３d １ �ｂ ４６

５ �ｂ Q６０d １ �ｂ １ ０ １ 口縁
口唇刻み

RL単軸絡条体条線
ミガキ 密

繊維・輝石
海綿骨針

６ �ｂ P６１c １ �ｂ １ ０ １ 胴部 多軸絡条体回転施文 ミガキ 密 繊維・輝石

７ �ｂ N５９c １ � １ ０ １ 胴部 R縄の網目状絡状体
横ナデ

指頭圧痕
密

繊維・輝石
白色軽石

８ �ｂ N６０b １ �ｂ ５ ８ １３
胴部

～底部

R縄の単軸絡状体の
回転施文

底部張り出す

横ナデ

指頭圧痕
密

海綿骨針
白色軽石

砂

N５９c，�．
N６０a・b・c，�ｂ．
N６２d・O６１d，�ｂ．

９ �ａ

Q６３ １ �ｂ １

５２ ５６
口縁

～胴部

折り返し口縁

タガ状に貼付帯

垂下貼付帯

貼付帯間ナデ

LR斜行縄文

口縁部横、胴部縦回転

丁寧な

横ナデ
やや粗

黄白色軽石

角閃石

砂

輝石

Q６２a，�．

Q６２b，R６２a，�ａ．

P６２d，Q６２a～c，

R６２a，R６３a・d，

R６４d，�ｂ．

R６５，B調．

R６５ １ B調 ３

１０ �ａ

H５８a １ �ｂ １

９９ １０７
口縁

～胴部

口縁突起

折り返し口縁

タガ状に貼付帯

貼付帯間ナデ

LR斜行縄文

丁寧な

横ナデ
やや粗

黄白色軽石

細礫

砂

角閃石

輝石

Q６２d，�．K６４b・c，
M６４a，�ａ．
K６２c，６３c，６４b・c，
L６４a・d，M６３d，
M６４a・b，M６５a，
S６４a，�ｂ．
M６５，B調．

M６３c ３ �ｂ ４

M６４b ２ �ｂ １

M６５a ８ �ｂ １

M６５ １ B調 １

１１ �ａ

R６３d ２ �ｂ １

１２６ １３３
口縁

～胴部

口縁突起
折り返し口縁
タガ状に貼付帯
貼付帯間ナデ
垂下貼付帯
LR斜行縄文

口縁横、胴部縦回転

横ナデ

指頭圧痕
やや粗

砂・角閃石

黄白色軽石

細礫

R６２a，�．L６１c，

L６２a，�ａ．L６１c，

L６２a，Q６２b，R６３d，

R６４a，�ｂ．

R６４a １ �ｂ ２

L６１c ３ �ｂ ２

L６１d １ �ｂ １

L６２b ２ �ｂ １
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掲載
番号

分類 発掘区
遺物
番号

層位
破 片 数

部 位
文 様・調 整 胎 土 非掲載破片

の分布状況掲載 非掲載 総数 外 面 内 面 粗 密 含有物

１２ �ａ

K６４b ３ �ａ １

１８６ １９８
胴部

～底部

口縁突起
折り返し口縁

タガ状に貼付帯
貼付帯間ナデ
LR斜行縄文

口縁横、胴部縦回転
底部直立

丁寧な
横ナデ

底部に
指頭圧痕

やや粗
黄白色軽石
砂・角閃石

細礫

Q６１c，Q６２a�d，�．
J６３b，K６４a～d，
Q６２d，R６２a，�ａ．
J６３b，K６３d，K６４a
�b�d，M６３c，N６３a
�b，O６２a，O６３a，
P６０a，P６１d，P６２b，
Q６２b，R６２a，R６３a，
�ｂ．K６４a，木根．

K６４c １ �ａ １

K６４c ２ �ｂ １

N６３a １ �ｂ １

K６４d ２ �ａ ６

G６１c ２ � １
R６２a ３ �ａ １

１３ �ａ M６３b ２ �ｂ １ １７２ １７３ 口縁

折り返し口縁
タガ状に貼付帯
貼付帯間無文
LR斜行縄文

口縁横、胴部縦回転

横ナデ
指頭圧痕

密

砂・角閃石
輝石

黄白色軽石
細礫

J６３b�d，K６３b，
K６４a，M６２c，M６３b，
�ａ．J６３b�c�d，
J６４b，K６２c，K６３b
～d，K６４a�b�d，
M６２c，M６３b�c，
N６３a，O６３a，�ｂ．
Q６２～６５，風倒．

１４ �ａ
K６４a ２ �ａ ２

２ ９ 口縁
折り返し口縁
LR斜行縄文

口縁横、胴部縦回転

横ナデ
指頭圧痕

密
砂・角閃石

輝石
黄白色軽石

J６３b，�ａ．
M６３d，�ｂ．M６３c １ �ａ ３

M６３c １ �ｂ ２

１５ �ａ R６５ １ B調 ４ ２０ ２４ 口縁

折り返し口縁
タガ状に貼付帯
貼付帯間無文

単軸絡条体回転施文
による網目状撚糸文

丁寧な
横ナデ

やや粗
砂

輝石
角閃石

R６５，B調．

１６ �ａ K６４b ３ �ａ １ ０ １ 口縁
単軸絡条体回転施文
による網目状撚糸文

横ナデ
指頭圧痕

密
輝石

黄白色軽石

１７ �ａ L６３d １ �ｂ ４ １８ ２２ 口縁部
タガ状に貼付帯
LR斜行縄文

口縁横、胴部縦回転

横ナデ
指頭圧痕

やや蜜
砂

角閃石
黄白色軽石

L６３d，�ｂ．

１８ �ａ L６３d １ �ｂ １
８ １０

胴部 LR縄の単軸絡条体の
回転施文・条線文

横ナデ やや蜜
砂・角閃石
黄白色軽石

K６４b，�ａ．
K６３c，L６３b，�ｂ．L６３d １ �ｂ １ 底部

１９ �ａ L６４a ３ �ｂ ６ ８８ ９４ 胴部 LR斜行縄文縦回転
丁寧な
横ナデ

やや蜜

砂・輝石
角閃石

黄白色軽石
細礫

K６４c，�ａ．
K６２c，k６４b，L６４a，
L６５a，M６３b，M６４b，
M６５a，�ｂ．

２０ �ａ Q６１c １ �ｂ ３ ３７ ４０ 胴部 LR斜行縄文縦回転
丁寧な
横ナデ

やや蜜
砂・角閃石
黄白色軽石

輝石

R６１d，�．Q６１c，
Q６２a�b，R６３d，�ｂ．
R６５，B調．

２１ �ａ
K６４c １ �ａ １

２４ ３１

口縁部
タガ状に貼付帯

LR斜行縄文縦回転
丁寧な
横ナデ

やや粗
砂・角閃石
黄白色軽石

細礫

K６４a�b，L６３c，�ａ．
K６４b，L６３b～d，
M６３d，N６３a，�ｂ．

L６３b １ �ｂ ３
底部

L６３c ３ �ｂ ３

２２ �ａ R６３a ２ �ｂ ２ ７ ９ 底部 LR斜行縄文縦回転
丁寧な
横ナデ

やや蜜
砂・角閃石
黄白色軽石

細礫

R６３d，�ａ．
R６３a，�ｂ．
R６５，B調．

２３ �ａ
M６３c ３ �ｂ １

２７ ３１ 底部
RL斜行縄文

横回転・縦回転
横ナデ

指頭圧痕
やや粗

砂
角閃石

黄白色軽石

M６４b，�ａ．
M６３c，M６４a�b，
M６５a，�ｂ．

M６４b ２ �ｂ １

M６４b ３ �ａ ２

２４ �ａ

J６４b ２ �ｂ １

９９ １０３ 底部
LR斜行縄文

横回転・縦回転
横ナデ

指頭圧痕
やや粗

砂・角閃石
黄白色軽石

雲母
細礫

J６３a，K６４a�b，�ａ．
J６３c，J６４b，K６４a
�b，L６３b，P６０b，
P６２a，�ｂ．

L６４b １ � １

O６２b １ � １

P６２a １ �ｂ １

２５ �ａ
L６２d １ 風倒 １

８９ ９３ 底部
RL斜行縄文

横回転・縦回転
横ナデ

指頭圧痕
やや粗

砂
黄白色軽石
角閃石
輝石
細礫

Q６１c，�．
K６３a，K６５b，�ａ．
K６３a�b，L６３a�d，
Q６２b，�ｂ．
L６２d，風倒．L６３a ３ �ｂ ３

２６ �ｂ O６１c １ �ｂ １ ０ １ 口縁 無文 ミガキ 蜜 白色軽石

２７ �ｂ G５９a １ � ３ ５０ ５３ 胴部 微隆起 横ナデ 蜜
砂・角閃石
黄白色軽石

G５９a，H５８a�b，�．

２８ �ｂ G５７b ２ �ｂ １
１０ １２ 口縁

微隆起
０段多条帯縄文

横ナデ 蜜
砂・角閃石
黄白色軽石

H５８b，�．
G５７b�c，�ｂ．H５７a ２ 撹乱 １

２９ �ｂ

G５７b １ �ｂ ２

２８ ３７

口縁 口唇刻み
微隆起

０段多条帯縄文
横ナデ 蜜

砂
輝石
角閃石

黄白色軽石

G５７c，H５７a，�．

G５７b�c�d，�ｂ．

H５７a，撹乱．

H５７a ２ 撹乱 ２

G５７b １ �ｂ ３ 口縁

H５８b １ � ２ 底部

３０ �ａ K６３c ４ �ｂ １ ０ １ 底部 無文 指頭圧痕 やや粗
砂・輝石
白色軽石

３１ �ａ K６４b ７ �ｂ １ １ ２ 底部 無文 指頭圧痕 やや粗
砂・輝石
白色軽石

K６４a，�ａ．
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（２） 石器等

器種ごと、層位ごとの出土点数は表�－１に示してある。三次郎川左岸遺跡出土の石器で掲載した

ものは、石鏃１点、スクレイパー１点、石斧２点、たたき石１点である。

石 鏃（図�－７－１、表�－３、図版１０）

石鏃は�層から１点出土したのみである。１は柳葉形で両面加工されている。片側にだけえぐりが

入り、茎部のくびれがある。黒曜石製。石鏃の形や出土層位から、三次郎川左岸遺跡の主体時期であ

る縄文時代後期初頭よりも古いものの可能性がある。

スクレイパー（図�－７－２、表�－３、図版１０）

スクレイパーは２点出土している。２はメノウ製のスクレイパーである。表裏両面の周縁のみが加

工されている。磨耗の程度から、刃部として使用されたのは縦長の側縁片側だけと思われる。

石 斧（図�－７－３・４、表�－３、図版１０）

石斧は�層から８点出土している。３は基部を半分以上欠損している。刃部は偏刃である。全面が

良く磨かれている。泥岩製である。４は刃部の片角を欠損している。全体を研磨して仕上げてあるが、

凹んだ一次調整面が、所々磨かれずに残っている。片岩製である。

たたき石（図�－７－５、表�－３、図版１０）

断面が三角形の横長の安山岩礫を素材とする。３辺の側縁のうち、２辺を使用している。また、そ

のうちの１辺には、若干の擦痕も見られる。 （新家）

図�－６ 包含層出土石器分布図

表�－３ 掲載石器一覧

掲載
No．

図 No．
図版
No．

分 類 調査区 層位 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材

１ �－７ １０ 石 鏃 M６３－d � ５．２×１．２×０．６ ３．３１ 黒曜石

２ �－７ １０ スクレイパー N６３－d �ｂ ６．４５×３．８×１．０５ ２５．３７ メノウ

３ �－７ １０ 石 斧 Ｊ６０－d �ｂ （８．１）×（５．６）×（３．１） １４６ 泥 岩

４ �－７ １０ 石 斧 M６４－b �ｂ １３．５×（５．１）×（１．７） １９４ 片 岩

５ �－７ １０ たたき石 Ｌ６４－a �ｂ ２３．４×９．２×４．５ １１６５ 安山岩

� 三次郎川左岸遺跡
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図�－７ 包含層出土の石器
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� 石倉５遺跡

１ 概 要

平成１５年度から継続調査を行なった、縄文時代前期後半を主体とする遺跡である。森市街地から１１km

北西、三次郎川右岸の山地から海岸に迫る標高６０ｍほどの高位段丘上に立地する。平成１５年度は山側部分

９６２m２を調査した。試掘調査の結果、遺物が希薄なため遺構確認調査を行なったが遺構は検出されなかっ

た。これについては平成１６年３月に報告書を刊行済である。平成１６年度は海側部分１，０７０m２の調査を行っ

た。調査範囲は沢地形であり、沢の最深部では高低差４ｍ、幅２０ｍ以上となる。北西側は三次郎川に向か

って傾斜し、下の段丘には三次郎川右岸遺跡がある。また、南東側には石倉４遺跡がある。 （鎌田）

２ 遺 構

遺構は尾根部分で１基、三次郎川に向かって傾斜する斜面で１基、計２基の土坑を検出した。それ

ぞれ P－１、P－２と呼称した。土坑が構築された時期は、両者とも伴う遺物が少なく、周辺からの

土器の出土も少なかったため、不明である。計測値は、図上で外接する長方形を設定し、これを計測

した。「長軸方向」は原則として、長軸が真北から東西どちらに何度ずれているかを計測したもので

ある。平面、断面図とも縮尺は４０分の１で掲載した。

Ｐ－１（図�－１、口絵３、図版３）

位 置 J�K２１ 規 模 １．６８×１．４６／１．３０×１．２２／０．９０ｍ 平面形態 楕円形

長軸方向 N－３８°－W

立 地 平成１５年度調査区との境界付近、調査区中央の最も標高の高い尾根上に位置する。尾根幅は

約８ｍ、北西側の三次郎川右岸遺跡方向、南東側の石倉４遺跡方向はどちらも急な崖になっている。

確認・調査 包含層�層を掘り下げていると、直径約９０�のリング状の�層が混じったローム土と、

それに囲まれた黒色土の輪郭が現れた。長軸と思われる方向で半截した。坑底および壁の立ち上がり

が明瞭に確認でき、�層の掘り上げ土が埋め戻されていることが観察できたので遺構と判断した。

土層・遺物出土状況 覆土は１２層に分層した。覆土１層は�層が落ち込んだ自然堆積、それ以外の層

は全体に�層が混入しており、人為的に埋め戻されたと思われる。坑底の壁際から長さ６４�、幅４３�、

厚さ１０�、重さ３４．２kgの台石様の安山岩礫が１点出土した。また、径１�弱～約１０�の自然礫が坑

底から１点、覆土から２３点出土している。小礫の石質は、軽石１１点、安山岩９点、凝灰岩４点である。

これら小礫はいずれも角が摩滅した亜円礫で、接合作業の対象にならないものであった。小礫は流れ

込みと考えられる。

時 期 時期を確定できる遺物は、遺構内や周辺から出土していないが、土坑の規模、巨礫を伴う特

徴などから、縄文時代後期のものである可能性がある。 （新家）

Ｐ－２（図�－１、口絵３、図版４）

位 置 L２３・２４ 規 模 （１．６６）×（１．３７）／１．４９×０．７５／（０．８８） 平面形態 楕円形

長軸方向 N－４３°－W

立 地 発掘区北西側の、三次郎川右岸遺跡側に面した急斜面の中腹に位置する。

確認・調査 最終面の�層まで下げた時点で、楕円形の黒褐色土の落ち込みを検出。この段階で既に

土坑の斜面下方側約３分の１を掘り過ぎ、上場を確認できないまま掘り下げてしまった。残りの良い、

短軸部分で半截し、断面を観察した結果、坑底と壁の立ち上がりを確認し、各層が混ざり合った覆土

� 石倉５遺跡
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図�－１ 遺構位置図、Ｐ－１・２
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は埋め戻されたものと思われ、遺構と断定した。遺物は出土していない。

覆 土 ４層に分層した。�～�ｂ層は自然堆積層がレンズ状に落ち込んだものである。１～４層は

これらの層が混在した層で、人為的に埋め戻されたと考えられる。

時 期 遺物が出土していないため、不明であるが、�ｂ層の自然堆積が見られるため、石倉５遺跡

の主体の時期である、縄文時代前期の土坑の可能性もある。 （新家）

３ 包含層出土の遺物

（１） 土 器

土器は３１９点出土した。時期別の内訳は、縄文時代前期後半の円筒土器下層式（�群 b類）２７８点、

後期前葉のトリサキ式（�群 a類）７点、続縄文時代の恵山式土器（�群 a類）３４点である。

包含層出土土器全体に対する各時期の土器の出土点数の割合は、�群 b類８７．５２％、�群 a類

２．１９％、�群 a類１０．６６％となっている。�群 b類はＯ２２～Ｏ２４を中心に、�群 b類は K２６・L２５、

�群 a類 はN２０で出土した。いずれも、出土層位は�ｂ層である（表�－１、図�－２）。

縄文時代前期の土器（図�－４－２～１１、図版１０）

図�－２ 包含層出土土器分布図（１）

表�－１ 層位別出土遺物一覧

分 類

層 位

土 器 土

器

計

石 器 石

器

計

陶

器

片

合

計
�ｂ �ａ �

ス
ク
レ

イ
パ
ー

Ｒ
フ
レ

イ
ク

石

核

フ
レ
イ

ク
石

斧

北
海
道

式
石
冠

た
た
き

石
扁
平
打

製
石
器

石

鋸

台

石
礫

有
孔
礫

遺構・覆土 ２３ ２３ ２３

遺構・壙底 １ １ ２ ２

� １ １ ３ ５ ５

�ａ １ ９ １０ １０

�ｂ ２７４ ７ ３４ ３１５ １０ ２ ２ ８１ ５ ４ ８ ３ １ ２１６ １ ３３３ ６４８

� １ ２ ２６ ２９ ２９

� １ １ １

� １ １ ２ ２

風倒木
攪 乱

表採・排土
不 明

４ ４ １０ ３ １３ ６ ２３

合 計 ２７８ ７ ３４ ３１９ １１ ２ ４ ９５ ６ ４ ８ ３ １ １ ２８２ １ ４１８ ６ ７４３

� 石倉５遺跡
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２～１１は�群 b類である。２～７は口縁お

よび口縁部を含む個体である。２～６は絡条体

の回転施文が施されている。

２・３は単軸絡条体による施文が見られる。

２は口唇が L縄を巻き付けた単軸絡条体で刻

まれている。体部は R縄を巻き付けた単軸絡

条体を縦に回転施文した後、L縄による１条と

２条の圧痕文が斜位・横位に施されている。内

面調整は横ナデで指頭圧痕が見られる。胎土に

は角閃石・輝石・砂・黄白色軽石を含む。３は

口唇が不鮮明であるが単軸絡条体と思われる施

文具により刻まれ、口縁に RLの縄による２条

単位の条線文がある。胎土はザラメ状を呈し、

白色軽石・角閃石・砂を含む。

図�－３ 包含層出土土器分布図（２）

図�－４ 包含層出土の土器
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４～６は LRの縄を巻いた多軸絡条体による施文が見られる。４は口唇外縁が刻まれ、口縁に圧痕、

体部に縦方向の回転施文をもつ。胎土に輝石・繊維・海綿骨針を含む。５は口縁部に隆帯をもつ。口

唇が刻まれ、口縁部に圧痕、体部に縦方向の回転施文をもつ。胎土に繊維・砂・角閃石を含む。６は

口唇と隆帯に竹管状工具による右方向からの浅い角度の連続刺突、口縁に条線文、体部に縦方向の回

転施文をもつ。胎土に繊維・砂を含む。

７は口縁に LRL斜行縄文と３条の綾繰文が認められる。LRLの縄にいくつかの結び目を作った原

体による横回転施文と思われる。胎土には輝石・砂を含む。３～７の内面調整はミガキである。

８～１０は胴部破片である。８・９は単軸絡条体、１０は多軸絡条体による縦方向の回転施文をもつ。

内面調整は８が横ナデ、９はミガキ、１０は縦ナデである。胎土には、８は白色軽石・輝石・繊維・角

閃石、９は胎土に繊維・輝石、１０は角閃石・雲母を含む。

１１は底部である。底部が張り出し、器面・内面ともナデ調整されている。胎土には雲母を含む。

縄文時代後期の土器（図�－４－１２・１３、図版１０）

１２・１３は�群 a類である。１２は LR斜行縄文が一部に認められる。調整された器面には幅２�の施

文具による沈線により弧線・直線が描かれている。１３は RL斜行縄文が施された器面がナデ消され、

幅２�の施文具による沈線により弧線・直線が描かれている。いずれも内面調整はミガキである。１２

は胎土に輝石・砂・白色軽石を含む。１３は角閃石・白色軽石を含む。

続縄文時代の土器（図�－４－１、口絵５、図版１０）

１は�群 a類である。口径１１．８�、器高１４．６�、底径５．３�を計る深鉢形土器である。小波状口縁

をもつ。器面全体に RL縞縄文を施し、削った頸部に幅２�の施文具により２本一組の沈線文が施さ

表�－２ 掲載土器一覧

掲載
番号

分類 発掘区
遺物
番号

層位
破 片 数

部 位
文 様・調 整 胎 土 非掲載破片

の分布状況掲載 非掲載 総数 外 面 内 面 粗 密 含有物

１ �ａ N２３c １ �ｂ ３１ ３ ３４
口縁
～底部

小波状口縁
沈線文、縞縄文

横ナデ
指頭圧痕

やや密
白色軽石

角閃石・砂
N２３c，�ｂ．

２ �ｂ
O２４d １ �ｂ １

３２ ３５

口縁 口唇単軸絡条体刻み
単軸絡条体回転施文

L縄圧痕文

横ナデ
指頭圧痕

やや密
角閃石
輝石・砂

黄白色軽石

N２６a，�ｂ．
O２４b～d，�ｂ．O２４c １ �ｂ ２ 胴部

３ �ｂ O２４a １ �ｂ １ ０ １ 口縁
口唇単軸絡条体刻み

RL縄線文
ミガキ

粗
ザラメ状

白色軽石
角閃石・砂

４ �ｂ
O２４a １ �ｂ １

５３ ５５

口縁 口唇刻み、LR縄を巻
いた多軸絡条体の圧痕
文・回転施文

ミガキ 密
輝石
繊維

海綿骨針

O２３c，�ｂ．
O２４a�b，�ｂ．O２４c １ �ｂ １ 胴部

５ �ｂ O２４c １ �ｂ
２

４ ８

口縁 LR縄を巻いた多軸絡
条体の刻み・圧痕文・
回転施文

ミガキ
指頭圧痕

密
繊維
砂

角閃石

K２０，�ｂ．
O２４ｃ，�ｂ．２

頸部
～胴部

６ �ｂ O２４b ２ �ｂ
３

１４０ １４５

口縁 半裁竹管押引文
縄線文

多軸絡条体回転施文
ミガキ やや密

繊維
砂

O２４b，�ｂ．
O２５，風倒．

１ 頸部

１ 底部

７ �ｂ N１９c １ �ｂ １ ２ ３ 口縁
LRL斜行縄文

綾絡文
ミガキ やや密

輝石
砂

N１８c，�ｂ．
N１９a，�ｂ．

８ �ｂ M１６a １ �ｂ １ ０ １ 胴部 単軸絡条体回転施文
横ナデ
指頭圧痕

やや密
白色軽石

輝石・繊維
角閃石

９ �ｂ L１６a １ �ｂ １ ０ １ 胴部 単軸絡条体回転施文 ミガキ 密 繊維・輝石

１０ �ｂ O２４a １ �ｂ １ ２ ３ 胴部 多軸絡条体回転施文 縦ナデ 密
角閃石
雲母

O２４a，�ｂ．

１１ �ｂ P２５a １ �ｂ １ ０ １ 底部 ナデ 密 雲母

１２ �ａ L２６b １ �ｂ ２ ３ ５ 胴部 沈線文 ミガキ 密
輝石・砂
白色軽石

L２５a，�ｂ．

１３ �ａ K２６b １ �ｂ １ ０ １ 胴部 沈線文 ミガキ 密
角閃石
白色軽石

� 石倉５遺跡

41



れている。内面は丹念な横ナデにより調整されるが、指頭圧痕が認められる。胎土には白色軽石・角

閃石・砂を含む。口縁部に補修孔がある。 （鎌田）

（２） 石器等

器種ごと、層位ごとの出土点数は表�－１に示してある。石倉５遺跡出土の石器で掲載したもの

は、スクレイパー３点、石斧２点、北海道式石冠２点、扁平打製石器２点、石鋸１点である。

スクレイパー（図�－６－１～３、表�－３、図版１１）

スクレイパーは１１点出土している。掲載のスクレイパーはいずれも頁岩製である。１は台形様の素

材の表面の周縁全体が二次加工され、特に２辺に刃部が作られている。裏面には剥離調整は見られな

い。２は縦長の素材の背面２辺に二次加工が見られる。刃部は図の左上の側縁部に作出されている。

もう片方の側縁には細かな使用痕がある。腹面には二次加工は見られない。腹面のリングの向きに合

わせ、打点を上にして掲載したが、左側刃部を垂直に立てるか、あるいは下側にして置いた方が自然

と思われる。３は縦長剥片の背面の両側縁に二次加工が見られる。加工は下方先端手前で終わってい

るので、先端は使用による欠損ではなく、二次加工前からの欠落と考えられる。腹面に加工痕はない。

石 斧（図�－６－４・５、表�－３、図版１１）

石斧は６点出土している。４は刃部の破片である。偏刃である。部分的に敲打調整痕が残るが、全

体に良く研磨され、仕上げられている。泥岩製である。５は刃部の破片である。全体を研磨して仕上

げてある。刃部中央に、使用によると思われる剥離欠損がある。砂岩製である。

北海道式石冠（図�－６－６・７、表�－３、図版１１）

北海道式石冠は４点出土している。６は鉢巻状の帯部分だけでなく、全体に細かい敲打調整が施さ

れ、成形されている。素材が左右対称でないため、擦り面と、胴部の帯状の加工が平行していない。

擦り面の周縁を加工する際に大きく剥離した部分が見られる。擦り面は使用によりごく緩やかに湾曲

している。７は鉢巻状の帯部分の加工と、頭頂部を中心に敲打調整され、成形されている。擦り面の

周縁は剥離調整されている。擦り面はほぼ平坦である。６・７ともに石材は安山岩である。

扁平打製石器（図�－７－８・９、表�－３、図版１１）

扁平打製石器は３点出土している。掲載の２点に見られる加工は、素材の横軸の両端に施された抉

り加工のみである。８は扁平な楕円形の素材を使用している。横軸に平行な片側面が使用面である。

縦軸の断面は、擦り面がやや湾曲している。また、擦り面の一端が大きく欠損している。９は扁平な

横長素材を使用している。素材が左右不対称であるため、両端の抉り加工部分を結んだ線は、擦り面

図�－５ 包含層出土石器分布図
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図�－６ 包含層出土の石器（１）
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と平行でなく、横軸から若干ずれている。８・９ともに石材は安山岩である。

石 鋸（図�－７－１０、表�－３、図版１１）

石鋸は掲載の１点のみが出土している。素材は厚さ約０．５～１�の薄い安山岩の破片を使っている。

表裏両面とも赤く酸化しており、もともとこの薄さの素材を利用したと思われる。平面が縦長二等辺

三角形の素材の、長い１辺が機能部分になっており、表裏で擦り痕の残る幅が異なっている。図の表

面、左端は破棄されたのちに欠損したものと思われる。 （新家）

図�－７ 包含層出土の石器（２）

表�－３ 掲載石器一覧

掲載
No．

図 No．
図版
No．

分 類 調査区 層位 長さ×幅×厚さ(cm) 重さ(g) 石 材

１ �－６ １１ スクレイパー M１９－b �ｂ ５．８×５．５×１．４ ２９．２２ 頁 岩

２ �－６ １１ スクレイパー Ｌ２１－c �ｂ ６．２×５．７×０．９５ ２０．９６ 頁 岩

３ �－６ １１ スクレイパー O１８－d �ｂ （６．９）×４．０×１．０５ １９．２２ 頁 岩

４ �－６ １１ 石 斧 M１６－d �ｂ （５．０）×（４．２）×（１．７） ３７．０１ 泥 岩

５ �－６ １１ 石 斧 Ｋ２４－a �ｂ （５．８）×（４．４）×（２．７） ６９．９８ 砂 岩

６ �－６ １１ 北海道式石冠 N１９－a �ｂ １３．４×９．４×７．２ １０７０ 安山岩

７ �－６ １１ 北海道式石冠 L２６－b �ｂ １３．８×１０．７×６．８ １３３５ 安山岩

８ �－７ １１ 扁平打製石器 O１９－c �ｂ １５．０×８．９×３．９ ７５２ 安山岩

９ �－７ １１ 扁平打製石器 K１９－c �ｂ １６．１×８．７×３．６ ７６８ 安山岩

１０ �－７ １１ 石 鋸 L１５－c �ｂ １６．５×９．１×１．４ ２４６ 安山岩
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� 石倉４遺跡

１ 概 要

石倉５遺跡の南東側に隣接する、縄文時代中期後半を主体とする遺跡である。森市街地より約１０km

北西、山地から海岸に迫る標高６０ｍほどの高位段丘面に立地する。調査範囲の１，８５２m２は工事用道路

により分断されており、まず道路の海側部分から調査に着手した。道路切り替えの後、道路より山側

部分の調査を行った。 （鎌田）

２ 遺 構

調査区N・O７２の�層で焼土を１か所検出した。

Ｆ－１（図�－１、口絵４）

位 置 N・O７２ 規 模 １．３３×０．７１×０．０６ｍ 平面形態 不整形

立 地 調査区北側、調査区内の若干標高が低い部分の平地に位置する。

確認・調査 包含層�層を調査中、暗赤褐色の土と黒色土（�層）がまだら状に混ざり合った範囲を

検出した。短軸で半截し、部分的に焼土が入り混じる様子を確認した。

土 層 �層が焼けたと思われる暗赤褐色土に、黒色土の�層がまだら状に混ざり込んだ層。若干の

炭化物が出土している。

性格・時期 焼土の混在具合から、原位置をとどめておらず、人為的に形成されたものではない可能

性がある。人工遺物はなく、炭化物は自然木が焼けたものと思われる。時期は検出面から、擦文時代

以降のものであろう。 （新家）

図�－１ 遺構位置図、Ｆ－１

� 石倉４遺跡
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３ 包含層出土の遺物

（１） 土 器

土器は２０５点出土した。縄文時代前期後半の円筒土器下層式（�群 b類）３９点、中期前半の円筒土

器上層式（�群 a類）３５点、中期後半の大安在 B式（�群 b－２類）１３１点である。

包含層出土土器全体に対する各時期の出土点数の割合は、�群 b類１９．０２％、�群 a類１７．０７％、

�群 b－２類６３．９０％となっている。�群 b類は主にO７２で、�群 a類は調査範囲中央部海側、�群

b－２類は主にO７２で出土した。各時期の土器の出土点数に対する各層位ごとの出土点数の割合は�
群 b類は�ａ層で７４．３６％、�ｂ層で１７．９５％、�層で７．６９％、�群 a類は�ｂ層で９４．２９％、�群 b

－２類は�ａ層で７１．７１％、�ｂ層で２５．３７％となっている（表�－１、図�－２・３）。

縄文時代前期の土器（図�－４－２・３、図版１１）

２・３は�群 b類である。２は口縁である。口唇が LRの縄により刻まれており、器面には LRの

縄文が認められる。内面調整は横ナデで、指頭圧痕が残る。胎土には海綿骨針・繊維・砂を含む。３

は胴部である。器面に単軸絡条体の縦回転による回転施文が施されている。内面は磨かれているが、

指頭圧痕が残る。胎土には輝石・白色軽石を含んでいる。

図�－２ 包含層出土土器分布図（１）

表�－１ 層位別出土遺物一覧

分 類

層 位

土 器

土

器

計

石 器

石

器

計

合

計
�ｂ�ａ �ｂ

－２

石

鏃

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

Ｒ
フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

石

斧

た
た
き
石

扁
平
打
製
石
器

石

錘

原

石
礫

� １ ２５ ２６ ２６
�ａ ２９ １ １１７ １４７ １ １ １４４ １４６ ２９３
�ｂ ７ ３３ １２ ５２ ３ ２ １ １ １９ ３ ２ １ ２ １３４８ １３８２ １４３４
� ３ １ ４ １ ２ １５ １８ ２２
� １ ２ ３ ３

風倒木攪乱
表採・排土等

１ １ １ ３３ ３６ ３６

Ｂ 調 ２ ２ １４ １４ １６
合 計 ３９ ３５ １３１ ２０５ ５ ３ ２ ２ ２３ ３ １ ２ １ ２ １５８１ １６２５ １８３０
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縄文時代中期の土器（図�－４－１・４～１１、口

絵５、図版１１）

４～８は�群 a類である。４は口縁である。口

縁肥厚帯および口縁部に貼付された粘土紐の大半

は剥落している。残存部分では幅８�、厚さ６�
を計る。断面形は三角形を呈する。口縁肥厚帯と

口縁部には幅５～６�の箆状施文具による連続刺

突文が施されている。内面は横にナデ調整されて

いる。胎土には砂・輝石・角閃石・海綿骨針・白

色軽石を含んでいる。５・６は口縁部である。い

ずれも貼付文をもつ。５の貼付文の幅は上が７

�、下が５�である。厚さは２�を計る。貼付に

は RLの縄による圧痕が認められる。内面は磨か

れており、胎土に輝石・白色軽石を含む。６は貼付に半裁竹管状工具による連続刺突が施され、さら

に縄により刻まれている。器面には単軸絡条体による圧痕文がある。内面は剥落している。胎土には

砂・白色軽石・海綿骨針を含んでいる。

７は胴部である。器面には RL+LRの羽状縄文と思われる地文が施されている。内面調整はミガ

キで、胎土に砂・白色軽石を含む。８は底部である。底部がわずかに張り出し、器面は横にナデ調整

されている。内面はナデ調整され、胎土に砂・白色軽石を含んでいる。

図�－３ 包含層出土土器分布図（２）

図�－４ 包含層出土の土器
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１・９～１１は�群 b－２類である。１は推定口径２３．０�、残存器高１８．７�を計る深鉢形土器である。

１２３点の破片のうち、３４点が接合して復元できた。底部を欠いている。口縁には４か所の小突起をも

つ。一対は山形小突起であり、もう一対は粘土を貼り付けた二山の小突起である。図�－４－１の右

側にある二山の小突起とその間は LRの縄により刻まれている。この二山の小突起の対面側の小突起

は欠落しており、右側の断面のラインを借用して図示した。口唇および器面には LR横回転の斜行縄

文が施さている。また、口縁には LRの縄による幅５�の条線文が２条巡らされている。この条線文

の間はナデ消されている。内面調整は横ナデで、指頭圧痕が認められる。胎土には滑石・輝石・黄白

色軽石を含む。

９～１１は胴部である。９は器面に LR横回転の斜行縄文が施されている。内面は縦方向に磨かれて

いる。胎土には輝石・砂・海綿骨針を含んでいる。１０も器面に LR横回転の斜行縄文が施されている。

内面は磨かれているが、大部分が剥落している。胎土には輝石・滑石・黄白色軽石を含む。１１には RL

横回転の斜行縄文が施されている。内面は磨かれている。胎土には砂が多く、輝石・黄白色軽石を含

んでいる。 （鎌田）

（２） 石器等

器種ごと、層位ごとの出土点数は表�－１に示してある。石倉４遺跡出土の掲載石器は石鏃５点、

スクレイパー２点、つまみ付きナイフ２点、石斧１点、たたき石１点、石錘１点、計１２点である。

表�－２ 掲載土器一覧

掲載
番号

分類 発掘区
遺物
番号

層位
破 片 数

部 位
文 様・調 整 胎 土 非掲載破片

の分布状況掲載 非掲載 総数 外 面 内 面 粗 密 含有物

１
�ｂ
－２

Ｏ７１d １ �ａ １
８９ １２３

口縁
～胴部

口縁突起 RL縄刻み
RL斜行縄文
RL縄線文

横ナデ
指頭圧痕

やや密
滑石
輝石

黄白色軽石
O７２a，�ａ・b．Ｏ７２a ２ �ａ ２９

Ｏ７２a ４ �ｂ ４

２ �ｂ J７１ １ �ｂ １ ０ １ 口縁
口唇 LR 縄刻み

LR 縄文
横ナデ 密

海綿骨針
繊維
砂

３ �ｂ Ｎ６９d １ �ｂ １
２７ ３０ 胴部 単軸絡条体回転施文

ミガキ
指頭圧痕

密
輝石

白色軽石
O７２a，�ａ．

Ｏ７２a ３ �ａ ２

４ �ａ Ｏ７１a ３ �ｂ １ ２５ ２６ 口縁
貼付文

箆状工具連続刺突文
横ナデ 密

砂・輝石
角閃石
海綿骨針
白色軽石

N６８c，６９b・c，

O６９a・d，�ｂ．

P６７c，�．P６８c，

６９b，７０b，�ｂ．

P７０c，�ａ．

P７０d，７１b，

Q６７d，６８a，６９d，

７０a，�ｂ．

５ �ａ P６８a ２ �ｂ １ ０ １ 口縁部
貼付文

RL縄圧痕
ミガキ 密

輝石
白色軽石

６ �ａ N６７c ２ �ｂ １ ０ １ 口縁部
貼付文

半裁竹管連続刺突文
単軸絡条体の圧痕文

剥落 密
砂

白色軽石
海綿骨針

７ �ａ P６９c １ �ｂ １ ０ １ 胴部 RL+LR 羽状縄文 ミガキ 密
砂

白色軽石

８ �ａ Q６９b １ �ｂ ２ ０ ２ 底部 ナデ やや密
砂

白色軽石

９
�ｂ
－２

４６７＋
９０R２０

１ B調 ２ ０ ２ 胴部 LR 斜行縄文 ミガキ 密
輝石・砂
海綿骨針

１０
�ｂ
－２

N７２b ４ �ｂ １ １ ２ 胴部 LR 斜行縄文 ミガキ 密
輝石
滑石

黄白色軽石
N７２b，�ｂ．

１１
�ｂ
－２

J６８a １ �ｂ ２ ０ ２ 胴部 RL斜行縄文 ミガキ やや密
砂・輝石
黄白色軽石
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石 鏃（図�－６－１～５、表�－３、図版５・１２）

石鏃は出土した５点をすべて掲載した。１～５はいずれも有茎である。１・３・４は両面全体が加

工されている。２・５は加工が両面の周縁のみにとどまっている。１・４は先端部を、３～５は基部

末端をわずかに破損している。石材は、１が黒曜石、２がメノウ、３～５は頁岩である。

スクレイパー（図�－６－６・７、表�－３、図版１２）

スクレイパーは３点出土している。６は縦長二等辺三角形の素材の片側縁に刃部が作られたもので

ある。腹面の側縁には所々微細な剥離がみられる。７は縦長二等辺三角形の素材の両側縁に刃部が作

られている。腹面に剥離は見られない。石材は６・７とも頁岩である。

つまみ付きナイフ（図�－６－８・９、表�－３、図版５・１２）

つまみ付きナイフは２点出土しており、いずれも掲載した。８は表面の両側縁が加工されている。

裏面の周縁には微細な剥離が断続的にみられる。素材は左右不対称で、基部末端の片側が錐状に尖っ

ている。９は片側の側縁が両面加工されている。他方の側縁には不連続な微細剥離がみられる。図で

は基部下方を破損した表現になっているが、側縁の加工が欠損部手前で止まっている（展開図裏面の

右下）ので、もともとの素材の形であったとも考えられる。石材は８がメノウ、９が頁岩である。

図�－５ 包含層出土石器分布図

表�－３ 掲載石器一覧

掲載
No．

図 No．
図版
No．

分 類 調査区 層 位 長さ×幅×厚さ(cm) 重さ(g) 石 材

１ �－６ １２ 石 鏃 Ｐ７０－d � （２．２）×１．０×０．２５ ０．３６ 黒曜石

２ �－６ １２ 石 鏃 Ｌ６８ �ｂ ３．０×１．３５×０．３５ １．１４ メノウ

３ �－６ ５・１２ 石 鏃 M７３－d �ｂ （３．５）×１．５×０．４ １．４８ 頁 岩

４ �－６ １２ 石 鏃 Ｐ７４－c �ｂ （３．５５）×１．５×０．５ ２．２９ 頁 岩

５ �－６ １２ 石 鏃 M６８－d 風倒木攪乱 （３．９）×２．０×０．４ ２．５０ 頁 岩

６ �－６ １２ スクレイパー M７２－a �ａ ５．５×３．３×１．０ ９．１１ 頁 岩

７ �－６ １２ スクレイパー O６７－b �ｂ ５．３５×３．６×０．６ １３．１３ 頁 岩

８ �－６ １２ つまみ付きナイフ Ｐ７１－d �ｂ ５．８×３．５×０．５５ ９．４９ メノウ

９ �－６ ５・１２ つまみ付きナイフ N７１－d � （６．６）×（３．５）×（１．３） １７．５４ 頁 岩

１０ �－６ ６・１２ 石 斧 Ｌ６９－a �ｂ １１．５×４．８×２．８ ２３０ 泥 岩

１１ �－６ １２ たたき石 排土 排土 １２．０×７．４×６．４ ７５８ 安山岩

１２ �－６ １２ 石 錘 O７５－c �ｂ １４．０×１０．４×５．０ ９３４ 安山岩

� 石倉４遺跡
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石 斧（図�－６－１０、表�－３、図版６・１２）

石斧は３点出土している。１０はほぼ完形で、打ち欠きによる成形後、全体が磨かれている。刃部は

良く研磨され仕上げられているが、基部は剥離調整面が多く残る。偏刃である。石材は泥岩である。

たたき石（図�－６－１１、表�－３、図版１２）

たたき石は掲載した１点だけが出土した。礫長軸の一端に使用痕がある。石材は安山岩である。

石 錘（図�－６－１２、表�－３、図版１２）

石錘は掲載した１点だけが出土した。扁平な楕円形の素材の、長軸上の両端を打ち欠いて抉りが作

られている。長軸に平行した側縁に擦痕等の使用痕がみられないので、石錘に分類した。石材は安山

岩である。 （新家）

図�－６ 包含層出土の石器
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� まとめ

１ 三次郎川左岸遺跡

三次郎川左岸遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－３８）は、茅部郡森町字石倉町６１０番地２４

に所在する。森市街地から１１．５km北西、三次郎川左岸の河岸段丘上の標高３５～４３ｍに立地する、縄

文時代後期初頭を主体とする遺跡である。調査範囲は上・中・下位の３つの平坦面と斜面から成る。

工事用道路の切り替えのため、平成１５年度は海側１，４２０m２の調査を行なった。平成１６年度は山側の

２８０m２の調査を行なう予定であった。一部を調査した結果、遺構は検出されず遺物も僅かな出土であ

り、さらに山側には遺物の分布が広がらなかった。そのため６５m２の調査で終了した。

現地調査期間は平成１５年７月１４日～１０月２８日、平成１６年１０月１３日～１０月２７日である。２年に亘る調

査により土坑１基、焼土１か所を検出した。遺物は土器１，９０５点、石器等１２３点の計２，０２８点が出土した。

（１） 遺 構

検出した遺構は縄文時代前期後半の墓と考えられる土坑１基、縄文時代後期初頭と推定される焼土

１か所を検出した。

土坑（P－１）の覆土上層から、�群 a類土器３０点、坑底からたたき石１点と礫１点、土坑脇から

礫１点が出土した。土器は折り返し口縁とタガ状貼付帯をもつ天祐寺式土器である。単軸絡条体によ

る網目状撚糸文が施されたものと斜行縄文の施されたものがある。いずれも貼付帯間は無文である。

焼土（F－１）からは天祐寺式土器１点が出土した。土層断面の観察から焼土は投げ捨てられたも

のと考えられる。

（２） 遺 物

遺構から３１点、包含層から１，９９４点の計２，０２８点が出土した。

土器は P－１から縄文時代初頭の天祐寺式３０点、F－１から天祐寺式１点の計３１点が出土した。包

含層からは、縄文時代前期後半の円筒土器下層式１９点、後期初頭～前葉の土器１，７１６点、続縄文時代の

恵山式９２点、後北式７８点の計１，８７５が出土した。図�－３－１～３は天祐寺式の次の段階のもので、

涌元�式に併行する時期のものである。

石器等は P－１からたたき石１点、礫１点、土坑脇から礫１点の計３点が出土した。包含層からは、

石鏃１点、スクレイパー２点、Uフレイク５点，フレイク５２点、石斧８点，たたき石３点，扁平打

製石器１点、石皿１点、原石２１点、礫２３点、土製品３点の計１２０点が出土した。

２ 石倉５遺跡

石倉５遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－３６）は茅部郡森町字石倉町５１２、５１３、５１９番地

に所在する。森市街地から１１km北西、三次郎川右岸の山地から海岸に迫る標高６０ｍほどの高位段丘

上に立地する、縄文時代前期後半を主体とする遺跡である。調査範囲は沢地形であり、沢の最深部で

は高低差４ｍ、幅２０ｍ以上となる。北西側は三次郎川に向かって傾斜し、下の段丘には三次郎川右岸

遺跡がある。また、南東側の同じ高位段丘上には石倉４遺跡がある。

平成１５年度は山側部分９６２m２を調査した。試掘調査の結果、遺物が希薄なため遺構確認調査を行な

ったが遺構は検出されなかった。これについては平成１６年３月に報告書を刊行済である（�北海道埋

蔵文化財センター ２００４ 『森町 石倉３遺跡・石倉５遺跡』 �北海道埋蔵文化財センター調査報告

書第２０５集）。

� まとめ
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平成１６年度は海側部分１，０７０m２の調査を行い、�層から掘り込まれた土坑２基を検出した。遺物は

土器３１９点、石器４１９点の計７４３点が出土した。現地調査期間は平成１６年５月６日～６月３０日である。

（１） 遺 構

尾根部分で１基（P－１）、三次郎川に向かって傾斜する斜面で１基（P－２）、計２基の土坑を検

出した。P－１は人為的に埋め戻されており、覆土から２３点、坑底から１点、径１�弱～１０�の自然

礫が出土した。また、坑底壁際からは長さ６４�×４３�×厚さ１０�、重量３４．２kgの台石様の安山岩礫

が出土している。P－２も埋め戻されており、その上に�～�ｂ層の自然堆積層が落ち込んでいる。

遺物は出土していない。両者とも伴う遺物が少なく、周辺からの土器の出土も少ないため構築時期は

不明である。P－１は土坑の規模、巨礫を伴う特徴から縄文時代後期の所産と考えられる。また、P

－２は�ｂ層の自然堆積が見られることから縄文時代前期のものの可能性がある。

（２） 遺 物

遺構から２４点、包含層から７１９点の計７４３点が出土した。

土器は包含層から縄文時代前期後半の円筒土器下層式２７８点、後期前葉のトリサキ式６点、続縄文

時代の恵山式３４点の計３１９点が出土した。図�－３－１の恵山式土器は、三次郎川へ下る斜面の調査

範囲海側尾根上で一個体まとまって出土した。あたかも移動途中に落として割ってしまったかのよう

な出土状況であった。

石器等は P－１から礫２４点、台石１点が出土した。包含層からは、スクレイパー１１点、Rフレイク

２点、石核４点、フレイク９５点、石斧６点、北海道式石冠４点、たたき石８点、扁平打製石器３点、

石鋸１点、有孔礫１点、礫２５８点、現代の陶器片６点の計４２４点が出土した。

３ 石倉４遺跡

石倉４遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－３４）は茅部郡森町字石倉町５１１、５２０、５２１番地

に所在する。森市街地より約１０km北西、山地から海岸に迫る標高６０ｍほどの高位段丘面に立地する、

縄文時代中期後半を主体とする遺跡である。石倉５遺跡の南東側に隣接する。

調査範囲の１，８５２m２は工事用道路により分断されており、まず道路の海側部分から調査に着手し

た。道路切り替えの後、道路より山側部分の調査を行った。現地調査期間は平成１６年５月６日～６月

３０日である。遺構は�層で焼土１か所を検出した。遺物は土器２０５点、石器等１，６２５点の計１，８３０点が

出土した。

（１） 遺 構

調査範囲北東部海側の�層で焼土（F－１）検出した。焼土と黒色土（�層土）が斑状に混ざり合

っており、若干の炭化物が出土した。原位置をとどめておらず、人為的に形成されたものではない可

能性がある。炭化物は自然木が焼けたものと思われる。遺物は出土していない。検出面から、擦文時

代以降に形成されたものと推定される。

（２） 遺 物

遺物はすべて包含層からの出土である。

土器は縄文時代前期後半の円筒土器下層式３９点、中期前半の円筒土器上層式３５点、中期後半の大安

在 B式１３１点が出土した。

石器等は石鏃５点、スクレイパー３点、つまみ付きナイフ２点、Rフレイク２点、フレイク２３点、

石斧３点、たたき石１点、扁平打製石器２点、石錘１点、原石２点、礫１，５８１点の計１，６２５点が出土し

た。 （鎌田）
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三次郎川左岸遺跡 図版１

平成１５年度 包含層調査状況（１）

平成１５年度 包含層調査状況（２）

Ｐ－１遺物出土状況 Ｐ－１完掘状況



図版２ 三次郎川左岸遺跡

平成１５年度 完掘状況 平成１５年度 完掘状況遠景

平成１６年度 表土除去後状況

平成１６年度 包含層調査状況 平成１６年度 完掘状況



石倉５遺跡 図版３

表土除去後状況

包含層調査状況

遺物出土状況 Ｐ－１完掘状況



図版４ 石倉５遺跡

包含層調査状況

Ｐ－２セクション Ｐ－２完掘状況

完掘状況



石倉４遺跡 図版５

表土除去後状況

包含層調査状況

石鏃（図�－６－３）出土状況 つまみ付きナイフ（図�－６－９）出土状況



図版６ 石倉４遺跡

包含層調査状況

石斧（図�－６－１０）出土状況 地形測量状況

完掘状況



図版７

三次郎川左岸遺跡 遺構出土の土器

三次郎川左岸遺跡 包含層出土の土器（１）



図版８

三次郎川左岸遺跡 包含層出土の土器（２）



図版９

三次郎川左岸遺跡 包含層出土の土器（３）



図版１０

三次郎川左岸遺跡 包含層出土の石器

石倉５遺跡 包含層出土の土器



図版１１

石倉５遺跡 包含層出土の石器

石倉４遺跡 包含層出土の土器



図版１２

石倉４遺跡 包含層出土の石器

石倉付近のヒグマの足跡 ヒグマが滑り落ちた跡
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